
日
本
中
國
學
會
報
第
五
＋
二
集
抜
刷

二
〇
〇
〇
年
十
月
七
日
 
獲
行

馬
夢
龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
献
親
風
流
夢
傳
奇
』
に
お
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
攣
改

根
ケ
山
 
 
徹



漏
夢
龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
二
親
風
流
夢
傳
奇
』
に
お
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
攣
改

根
ケ
山

徹

 
湯
卜
祀
の
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
は
、
画
品
の
令
嬢
杜
麗
娘
と
不
遇
の
才
子
柳
夢

梅
の
二
人
の
悲
歓
離
合
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
傳
統
的
倫
理
観
の
下
に
抑
歴
さ

れ
た
男
女
の
情
の
解
放
が
追
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
夢
と
現
實
、
幽
冥
界

と
現
世
と
を
交
錯
さ
せ
た
巧
妙
な
構
成
を
と
り
、
美
麗
な
る
曲
事
が
鍍
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
稀
代
の
名
品
と
し
て
高
い
評
償
を
得
て
い
る
。
留
書
は
萬
暦
二

十
六
年
(
一
五
九
八
)
に
一
磨
の
完
成
を
見
て
以
降
、
明
末
に
至
る
ま
で
の
間
、

改
訂
本
を
標
榜
し
た
脚
本
が
敷
次
に
亙
っ
て
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自

己
縄
、
沈
環
、
減
愁
循
、
馬
夢
龍
、
徐
粛
頴
、
及
び
徐
日
暖
に
よ
る
も
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
湯
顯
租
が
曲
律
に
臨
く
、
艶
書
が
案
頭
の
書
に
堕
し
て
い
る

と
い
う
趣
意
か
ら
攣
改
を
施
し
た
の
で
あ
る
。

 
こ
の
う
ち
湯
顯
租
は
、
直
裁
に
交
往
を
有
し
た
呂
玉
縄
、
沈
環
と
の
間
に
戯
曲

制
作
に
あ
た
っ
て
曲
意
を
重
ん
ず
る
べ
き
か
、
曲
律
を
重
ん
ず
る
べ
き
か
の
論
孚

を
繰
り
廣
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
呂
玉
縄
改
本
に
つ
い
て
は
『
新
刻
牡
丹

亭
還
魂
記
』
(
文
林
閣
刻
本
)
、
『
牡
丹
亭
』
(
朱
墨
套
印
本
)
が
あ
る
い
は
そ
れ
で
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
も
の
の
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
は
な
く
、
沈
環
『
同
夢
記
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
 

は
落
し
て
傳
わ
ら
な
い
。
現
存
す
る
域
愁
循
『
還
魂
記
』
は
歴
來
、
湯
顯
租
の
仇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

饒
と
し
て
非
難
、
嫌
忌
さ
れ
て
お
り
、
徐
崩
頴
『
玉
茗
堂
丹
青
記
』
は
基
本
的
に

は
沈
環
の
『
増
定
査
補
南
九
宮
十
三
調
曲
譜
』
(
以
下
、
『
南
曲
全
譜
』
と
略
稻
)
に

擦
っ
て
校
訂
が
施
さ
れ
た
前
掲
の
文
林
閣
刻
本
、
朱
墨
套
印
本
と
同
系
統
に
囑

 
せ
り
ふ

し
、
白
の
一
部
に
猫
自
の
改
訂
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
徐
日
儀
『
碩
園
捌
訂

 
 
 
ゑ

牡
丹
雪
』
は
原
作
脚
本
の
捌
約
に
努
め
た
も
の
で
、
さ
し
た
る
新
意
は
認
め
ら
れ

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
沈
環
の
衣
鉢
を
緩
い
で
呉
江
派
の
一
人
に
遭
え
ら
れ
る
漏
夢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
論
親
風
流
夢
玉
上
』
に
見
ら
れ
る
改
訂
は
微
細
に
亙
っ
て
お

り
、
し
か
も
手
代
の
巷
聞
に
お
け
る
上
演
内
容
を
記
録
し
た
戯
曲
選
本
に
輯
録
さ

れ
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
昏
昏
に
、
馬
夢
龍
の
改
訂
し
た
極
書
の
一
部
が
襲
用

さ
れ
て
お
り
、
改
本
の
中
で
の
位
置
は
別
し
て
大
き
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
從
來
の
為
夢
龍
の
戯
曲
改
訂
に
關
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
情
節
の
結
構
、
脚

色
の
配
置
と
い
っ
た
創
作
や
演
出
に
係
る
漏
夢
龍
の
創
作
理
念
を
、
彼
が
手
を
染

め
た
十
六
種
全
て
の
戯
曲
に
つ
い
て
包
括
的
に
論
ず
る
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、

彼
が
最
も
腐
心
し
た
で
あ
ろ
う
曲
芸
の
攣
改
に
つ
い
て
は
殆
ど
閑
却
さ
れ
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
ア
 

の
が
實
状
で
あ
る
。

 
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
薬
事
齋
重
定
三
唱
親
風
流
夢
境
奇
』
を
取
り
あ
げ
、
湯
顯

租
の
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
が
舞
々
龍
の
煤
莱
ｽ
な
る
曲
事
理
念
に
基
づ
い
て
攣
改
さ

れ
て
い
る
の
か
を
中
心
に
考
氏
翌
�
ﾁ
え
、
先
行
改
本
と
ど
の
よ
う
な
關
係
を
有
す

漏
夢
龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
・
曾
親
風
流
夢
傳
奇
』
に
お
け
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
攣
改

＝
ハ
三



日
本
中
國
學
會
報
 
第
五
十
二
集

る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
後
代
の
上
演
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
戯
曲
演
劇
史
上
に
お
け
る
該
書
の
位
置
附
け
に
つ
い
て
考

究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

 
馬
夢
龍
に
よ
る
彩
多
の
創
作
活
動
の
中
で
、
戯
曲
の
制
作
、
改
訂
は
重
要
な
位

置
を
占
め
る
。
彼
の
戯
曲
は
、
現
在
存
在
が
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
も
十
六
種

に
の
ぼ
る
。
こ
の
う
ち
二
種
が
自
ら
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
他
は
、
全
て
他
の

劇
作
家
の
作
品
に
改
訂
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
自
作
の
戯
曲
は
、
『
墨
慾
齋
重
定
隻
脚
記
傳
奇
』
、
『
墨
慾
齋
訂
定
心
事
足
傳
奇
』

の
二
種
で
あ
る
。

 
先
行
作
品
を
改
訂
し
た
戯
曲
は
、
張
鳳
翼
『
灌
園
記
』
の
改
作
『
町
勢
齋
重
定

新
灌
園
傳
奇
』
、
午
下
・
護
憲
江
『
存
孤
記
』
の
改
作
『
墨
慾
齋
詳
定
酒
家
直
播

奇
』
、
張
鳳
翼
『
紅
梯
記
』
・
凌
濠
初
『
虻
釜
澤
』
・
野
山
充
の
戯
曲
の
改
作
『
墨

慾
齋
重
定
女
丈
夫
早
言
』
、
余
風
『
催
事
記
』
の
改
作
『
男
惚
齋
重
定
量
江
記
』
、

李
梅
實
『
精
忠
旗
』
の
改
作
『
墨
聖
上
新
夢
精
忠
恕
傳
奇
』
、
史
藥
『
夢
蕩
記
』

の
改
作
『
墨
慈
齋
重
定
夢
石
扁
傳
奇
』
、
梅
孝
慈
『
漉
雪
堂
』
の
改
作
『
墨
慾
齋
新

定
漉
雪
堂
傳
奇
』
、
衰
二
曲
『
西
雄
蕊
』
の
改
作
『
墨
慾
齋
重
定
西
櫻
楚
江
情
清

客
』
、
李
玉
『
人
望
關
』
の
改
作
『
墨
黒
齋
訂
定
人
獣
關
傳
奇
』
、
同
『
永
團
圓
』

の
改
作
『
墨
慾
齋
重
定
永
團
圓
傳
奇
』
、
畢
出
撃
『
三
報
恩
』
の
改
作
『
滑
稽
館

新
編
三
報
恩
恭
謙
』
、
徐
唖
『
殺
狗
記
』
の
改
作
『
殺
狗
記
』
、
そ
し
て
湯
壷
租

『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
改
作
『
薬
事
齋
重
定
三
途
親
風
流
夢
細
杷
』
、
同
『
臨
監

記
』
の
改
作
『
墨
慾
二
重
定
積
刀
蘭
ｲ
廃
立
』
の
十
四
種
で
あ
る
。

 
こ
の
他
、
馬
韓
龍
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
二
重
佳
が
崇
禎
二
年
(
一
⊥
ハ
ニ
九
)
に

七
子
令
に
宛
て
た
「
與
哀
昆
公
」
(
『
遠
山
昼
酒
檀
』
)
に
よ
れ
ば
、
葉
憲
租
『
玉
響

六
四

記
』
、
史
藥
『
隻
串
記
』
『
合
紗
記
』
に
基
づ
く
改
本
も
制
作
し
た
ご
と
く
で
あ

 
 
 る

。
こ
れ
ら
を
も
算
入
す
る
と
、
十
九
種
に
及
ぶ
戯
曲
の
制
作
、
改
訂
に
從
事
し

て
お
り
、
「
三
言
」
に
お
け
る
傳
來
の
話
本
の
編
纂
、
『
立
枝
兄
』
『
山
歌
』
に
見

ら
れ
る
民
間
歌
謡
の
蒐
集
に
同
じ
く
、
通
俗
文
學
に
記
す
る
漏
夢
龍
な
ら
で
は
の

批
評
眼
、
編
纂
の
手
腕
が
、
戯
曲
に
も
存
分
に
護
揮
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

 
戯
曲
の
制
作
、
改
訂
に
曝
し
て
は
、
沈
環
か
ら
曲
律
の
恪
守
が
教
示
さ
れ
た
ご

と
く
で
あ
る
。
訳
者
、
曲
律
英
、
巻
首
庵
・
詞
隠
は
呉
江
の
人
で
、
『
南
曲
全
譜
』

な
ど
の
編
纂
に
よ
っ
て
曲
學
に
心
す
る
知
見
を
披
賦
し
、
曲
律
を
重
視
す
る
呉
江

派
の
領
袖
と
目
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
二
人
の
出
塁
い
が
い
つ
頃
の
事
か
は
詳
ら

か
で
は
な
.
 
い
け
れ
ど
も
、
天
啓
五
年
(
一
六
二
五
)
、
王
冠
徳
『
曲
律
』
に
寄
せ

た
叙
文
に
よ
れ
ば
、
漏
夢
龍
は
『
隻
雄
記
』
の
制
作
に
當
た
っ
て
沈
環
の
『
南
曲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
譜
』
(
萬
暦
三
十
四
年
・
一
六
〇
六
刊
)
を
参
閲
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か

 
 
余
 
累
歳
 
曾
て
『
隻
辞
』
の
戯
筆
を
以
て
、
知
を
詞
隠
先
生
に
筈
ふ
。
先

 
 
生
は
塾
頭
の
秘
訣
を
、
懐
を
傾
け
て
指
授
し
、
而
し
て
更
に
諄
諄
と
し
て
余

 
 
を
し
て
王
難
愚
弟
に
言
は
し
む
る
な
り
。
先
生
の
修
め
し
所
の
『
南
九
宮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
 
 
 

 
 
譜
』
、
一
に
後
學
に
内
梁
た
ら
ん
こ
と
を
意
ふ
。

 
天
啓
七
年
(
一
六
二
七
)
、
漏
夢
龍
は
套
敷
一
六
五
套
、
雑
曲
・
小
耳
一
五
四

首
を
輯
め
た
散
翌
暁
『
太
霞
新
奏
』
を
上
梓
し
て
い
る
。
該
書
の
序
に
も
、
曲
律

重
覗
の
立
場
が
言
明
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
じ

 
 
余
 
此
の
道
を
戟
覧
ﾕ
手
し
、
聞
ふ
る
に
近
田
の
名
家
の
姦
曲
を
取
り
、
其
の
詞

 
 
 
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
む

 
 
に
捻
れ
て
復
た
律
に
誰
か
ざ
る
者
煤
頼
ｱ
を
澤
び
、
題
し
て
『
新
奏
』
と
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 

 
 
ひ
、
而
も
冠
す
る
に
『
太
霞
』
を
以
て
す
。

 
漏
夢
龍
は
『
太
霞
新
奏
』
の
上
梓
に
拉
行
し
て
、
『
無
慾
齋
新
譜
』
を
も
編
纂

し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
太
霞
新
嘗
』
「
護
凡
」
第
四
、
第
六
、
第
七
則



に
『
墨
慾
齋
新
譜
』
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
曲
譜

は
、
沈
環
か
ら
師
承
の
曲
學
理
念
に
更
に
校
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
崇
頑
十

七
年
(
＝
ハ
四
四
)
、
漏
夢
龍
の
病
没
に
よ
り
完
成
を
見
ず
、
嗣
子
萱
明
(
嫡
)
に

よ
っ
て
稿
本
の
ま
ま
沈
環
の
姪
塁
壁
巫
山
の
許
に
費
さ
れ
た
。
か
く
し
て
沈
自
晋
は

耳
環
『
南
曲
全
焼
』
の
重
修
を
標
榜
し
、
『
墨
蛍
雪
新
譜
』
に
併
せ
て
徐
迎
慶
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 

鉦
少
雅
『
彙
纂
元
譜
南
曲
九
宮
正
始
』
を
も
参
閲
し
て
、
順
治
四
年
(
一
六
四
七
)

に
『
雪
融
詞
隠
先
生
増
華
南
九
宮
詞
譜
』
(
以
下
、
『
南
詞
新
譜
』
と
下
痢
)
を
完
成

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
清
の
沈
鐘
禺
『
重
氏
詩
録
』
に
は
、
族
縁
な
ら
で
は
の
褒
辮

を
も
含
む
け
れ
ど
も
、
色
環
の
曲
律
重
覗
の
立
場
が
二
黒
と
し
て
沈
自
晋
に
も
傳

え
ら
れ
た
と
言
明
す
る
。

 
 
西
盛
公
、
名
は
自
晋
、
字
は
賢
明
、
墨
字
は
長
康
。
…
…
初
め
族
父
詞
隠
先

 
 
生
の
樂
府
を
爲
り
し
と
き
、
磨
覧
･
に
精
し
。
臨
川
湯
若
士
先
生
は
則
ち
意
趣

 
 
を
尚
ぶ
。
明
家
 
相
勝
れ
り
と
す
る
も
相
善
か
ら
ず
。
公
は
家
磨
翌
�
ﾞ
守
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

 
 
て
詞
旨
 
馳
駆
を
加
へ
、
若
士
も
亦
た
撃
賞
し
て
聞
言
す
る
無
き
な
り
。

 
尚
、
睡
夢
龍
の
稿
本
は
摂
し
て
傳
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
『
南
詞
新
譜
』
全
二

十
六
巻
中
一
七
〇
口
業
に
亙
っ
て
「
福
原
」
「
思
慾
稿
」
「
墨
慾
齋
稿
」
と
い
っ
た

庸
医
で
原
稿
が
、
ま
た
「
馬
事
」
「
馬
猫
龍
」
「
子
猶
」
「
最
寄
」
な
る
簡
稻
で
補
訂
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

改
訂
、
注
記
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

 
さ
て
、
『
風
流
夢
』
冒
頭
に
は
湯
顯
祀
「
題
詞
」
に
績
け
て
漏
夢
龍
「
小
引
」

が
置
か
れ
て
お
り
、
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
改
訂
の
大
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 
開
頭
に
は
湯
顯
租
の
才
能
を
高
く
評
干
し
、
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
椹
要
に
つ

い
て
述
べ
る
。

 
 
若
士
先
生
は
千
古
の
逸
才
な
り
。
著
は
す
所
の
「
四
夢
」
、
『
牡
丹
亭
』
最
も

 
 
勝
れ
り
。
王
季
重
叙
し
て
云
ふ
、
「
笑
ふ
者
は
眞
に
笑
ふ
、
笑
は
ば
帥
ち
聲

 
 
有
り
。
暗
く
者
は
屓
に
斎
く
、
喘
か
ば
印
ち
涙
有
り
。
歎
く
者
は
眞
に
歎

 
 
く
、
歎
か
ば
師
ち
氣
有
り
。
腰
桶
の
妖
、
夢
梅
の
療
、
老
夫
人
の
軟
、
杜
安

 
 
撫
の
古
執
、
陳
最
良
の
腐
、
春
香
の
賊
牢
、
肋
耳
蝉
髄
に
從
は
ざ
る
は
無

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
か
が

 
 
く
、
以
て
其
の
七
情
生
動
の
微
を
探
ふ
」
、
と
。
此
の
数
語
は
本
傳
の
鮎
晴

 
 
 
 
 
あ

 
 
爲
る
に
直
た
る
。

 
「
王
季
重
叙
云
」
以
下
は
、
『
清
暉
閣
批
点
書
落
堂
還
魂
記
』
冒
頭
の
「
天
啓
癸

亥
(
三
年
・
一
六
二
三
)
陽
生
前
六
日
、
誰
奄
居
士
一
思
任
題
於
清
暉
掌
中
」
な

る
刊
記
を
有
す
る
「
批
鮎
玉
璽
堂
牡
丹
亭
詞
叙
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

 
し
か
し
な
が
ら
、
現
實
に
は
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
が
曲
律
に
適
わ
ず
、
案
頭
の

書
に
堕
し
て
い
る
と
い
う
趣
意
か
ら
先
人
に
よ
っ
て
攣
改
さ
れ
て
き
た
縷
緯
と
、

副
耳
租
に
よ
る
反
駁
を
列
記
し
て
、
そ
の
是
非
を
問
う
。

 
 
誤
り
其
の
填
詞
は
韻
を
用
ひ
ず
、
律
を
按
ぜ
ず
。
即
ち
信
士
も
亦
た
云
ふ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
ど
 
 
 
ね

 
 
「
吾
 
天
下
の
人
の
喋
子
を
振
じ
り
壷
く
す
を
顧
み
ず
」
、
と
。
夫
れ
曲
は
性

 
 
を
悦
ば
し
情
を
達
す
る
を
以
て
、
其
れ
抑
揚
清
濁
す
。
音
律
は
自
然
に
本
つ

 
 
か
ば
、
若
士
も
亦
た
山
豆
に
眞
に
喋
を
振
じ
る
を
以
て
奇
と
爲
さ
ん
や
。
蓋
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
つ

 
 
其
の
喋
を
振
じ
ら
ざ
る
所
以
の
者
を
求
む
れ
ど
も
未
だ
討
ぬ
る
に
邊
あ
ら
ず

 
 
し
て
、
強
牛
は
才
情
の
役
す
る
所
と
要
る
の
み
。
識
者
は
「
此
れ
案
頭
の
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
も

 
 
に
し
て
、
當
場
の
譜
に
非
ず
」
と
以
爲
ひ
、
當
場
に
付
し
て
敷
演
せ
ん
と
欲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も

 
 
し
、
印
ち
稽
≧
窟
改
を
加
へ
ず
し
て
得
可
か
ら
ず
と
欲
ふ
。
若
士
 
改
竃
せ

 
 
し
者
を
見
て
、
輯
ち
失
笑
す
。
其
の
詩
に
曰
く
、
「
酔
漢
 
瑳
莚
 
風
味
殊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
と

 
 
に
し
て
、
通
仙
 
鐵
遽
 
海
雲
孤
な
り
、
酔
ひ
時
人
の
景
を
割
き
就
く
す
に

 
 
ま
か

 
 
幽
す
も
、
却
っ
て
塊
づ
 
王
学
着
雪
の
圖
」
、
と
。

 
「
吾
不
顧
振
壼
天
下
人
喋
子
」
と
は
呉
江
派
に
よ
る
改
訂
に
擁
し
、
正
意
を
重

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 

ん
ず
る
湯
顯
租
の
立
場
か
ら
の
反
論
で
あ
り
、
「
此
案
頭
之
書
、
非
當
場
之
譜
」

漏
夢
龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
會
親
風
流
夢
傳
奇
』
に
お
け
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
攣
改

一
六
五



 
 
 
 
 
日
本
中
國
學
會
報
 
第
五
十
二
集

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
リ
ね

と
は
沈
環
を
崇
敬
し
た
減
磨
循
の
湯
顯
租
論
難
で
あ
り
、
「
酵
漢
」
云
々
は
呉
江

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派
の
改
訂
を
斥
棄
し
た
湯
顯
祀
の
詩
の
引
用
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
野
馬
祀
が
曲
學
上
の
見
地
か
ら
の
改
訂
を
容
認
し
よ
う
と
せ
ず
、

更
に
妄
り
に
追
随
す
る
者
す
ら
現
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
孟
子
』
「
離
婁
下
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 

に
見
え
る
西
施
の
故
事
を
例
に
、
警
え
才
子
で
あ
ろ
う
と
も
非
を
改
め
る
べ
き
で

あ
る
と
説
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ら

 
 
若
士
 
既
に
自
ら
其
の
前
を
護
り
、
而
も
世
の
音
に
画
き
者
、
又
た
代
は
り

 
 
て
若
士
の
爲
に
之
を
護
り
、
途
に
才
人
の
筆
と
謂
ひ
て
、
一
字
も
移
動
す
る

 
 
 
ゆ
る

 
 
を
可
さ
ず
。
起
れ
西
子
を
慕
ふ
の
極
ま
り
に
し
て
、
而
も
井
び
に
其
の
不
潔

 
 
 
か
く
 
 
 
 
 
 
お
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
ぐ

 
 
を
諦
さ
ん
と
爲
ふ
な
り
。
何
く
ん
ぞ
洗
濯
し
て
以
て
其
の
解
悟
の
愈
れ
爲
る

 
 
を
全
う
す
る
に
煤
翌
ｩ
ん
や
。

 
か
く
し
て
、
馬
夢
龍
自
身
が
攣
改
を
行
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

 
 
余
 
導
燈
な
る
こ
と
甚
だ
し
と
難
も
、
然
れ
ど
も
此
の
道
に
於
い
て
窺
か
に

 
 
 
 
 
 
 
 
な
ぞ
ら

 
 
其
の
略
を
聞
き
、
暦
へ
て
捌
黒
し
以
て
酒
場
に
便
せ
ん
と
す
。
帥
ち
敢
へ
て

 
 
若
士
の
功
臣
と
云
は
ざ
る
も
、
或
い
は
音
律
中
の
金
剛
輝
に
堕
さ
ず
と
云

 
 
爾
。
梅
柳
の
一
段
の
因
縁
は
、
全
て
至
心
に
在
り
。
故
に
沈
考
訂
は
題
し
て

 
 
マ
マ

 
 
『
合
夢
』
と
日
ひ
、
而
れ
ど
も
余
は
則
ち
題
し
て
『
風
流
夢
』
と
爲
す
と
云
ふ
。

 
「
若
士
之
功
臣
」
云
々
と
は
、
既
述
の
と
お
り
、
先
行
す
る
威
愁
循
の
改
訂
が

批
到
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
『
風
流
夢
』
命
名
の
中
州
に
つ
い

て
は
、
沈
環
の
命
名
に
導
か
れ
つ
つ
も
、
第
二
十
六
折
「
夫
妻
合
夢
」
末
尾
の
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

欄
眉
批
に
「
三
た
び
會
呈
せ
る
を
叙
し
出
だ
し
來
る
こ
と
、
針
線
漏
ら
さ
ず
」
と

言
う
よ
う
に
、
夢
中
の
交
情
、
幽
購
、
還
魂
を
こ
の
劇
の
關
鍵
と
見
な
し
、
「
三

帯
親
風
流
夢
」
と
名
附
け
た
と
し
て
い
る
。

 
か
く
の
ご
と
く
、
漏
夢
龍
は
曲
面
の
慈
心
を
傾
け
、
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
改
訂

に
手
を
染
め
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
態
度
は
『
風
流
夢
』
の
み
に

一
六
六

限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
早
く
は
『
讐
雄
記
』
の
叙
に
「
夫
れ
填
詞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
ど

の
磨
翌
ﾍ
、
先
づ
其
の
音
有
り
て
、
而
し
て
字
を
以
て
之
を
省
る
べ
し
と
謂
へ
り
。

…
…
余
 
此
の
道
に
議
思
す
る
こ
と
良
久
し
く
、
以
て
時
求
翌
ﾌ
註
を
正
さ
ん
と

 
れ
 

す
」
と
言
ひ
、
ま
た
『
新
宝
園
』
の
叙
に
「
若
し
夫
れ
律
の
必
ず
叶
ひ
、
韻
の
必

ず
諾
し
き
は
、
此
れ
填
詞
家
の
磨
翌
ﾈ
り
。
印
ち
世
俗
の
論
議
は
及
ば
ざ
れ
ど
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
 
お
 

余
寧
ろ
之
を
奉
じ
て
謹
ま
ん
こ
と
を
惟
ふ
」
と
言
う
ご
と
く
、
他
の
改
訂
本
に

も
通
呈
し
て
い
る
。

 
同
様
の
見
解
は
『
太
霞
新
奏
』
「
護
凡
」
第
二
則
に
も
見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な

 
 
詞
學
の
三
磨
翌
ﾍ
、
日
く
調
、
曰
く
韻
、
日
く
詞
な
り
。
調
に
協
は
ざ
れ
ば
則

 
 
ち
歌
は
必
ず
喋
を
振
じ
り
、
欄
然
た
る
詞
藻
と
難
も
、
直
す
無
き
な
り
。

 
 
…
…
是
の
選
 
調
の
協
ひ
韻
の
嚴
し
き
を
以
て
主
と
爲
し
、
二
磨
?
既
に
備

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

 
 
は
り
て
、
然
る
後
 
其
の
詞
の
新
麗
な
る
を
責
む
。
若
し
其
れ
乱
丁
庸
淡
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ら
ば
、
則
ち
又
た
以
て
調
・
韻
の
金
城
た
る
を
得
ざ
る
な
り
。

 
「
不
協
調
則
歌
悲
運
喋
」
と
は
、
前
掲
の
湯
顯
租
の
主
張
を
論
難
し
た
も
の
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
、
「
以
調
協
韻
嚴
爲
主
」
と
は
、
曲
律
を
違
心
し
て
聲
腔
に

 
 
 

適
う
こ
と
を
求
め
た
鐘
化
の
主
張
に
合
致
す
る
。

四

 
「
小
引
」
に
画
い
て
置
か
れ
る
「
風
流
夢
総
評
」
に
は
、
原
作
脚
本
を
攣
改
す

る
際
に
濡
茎
立
が
最
も
意
を
注
い
だ
と
思
わ
れ
る
事
例
が
摘
要
さ
れ
て
い
る
。

 
第
一
則
に
は
、
構
成
の
難
を
改
め
た
こ
と
を
言
う
。

 
 
百
事
 
約
せ
ず
し
て
符
す
る
は
、
奇
爲
る
所
以
な
り
。
原
本
は
生
の
場
に
出

 
 
つ
る
や
、
便
ち
夢
に
因
り
て
名
を
育
む
と
道
破
し
、
三
、
四
折
後
に
至
り
て

 
 
旦
 
始
め
て
夢
に
入
る
。
二
心
の
懸
戴
せ
し
は
、
索
然
と
し
て
味
無
し
。
今

 
 
名
を
改
む
る
を
以
て
旦
の
夢
み
し
後
に
緊
零
せ
し
む
れ
ば
、
方
め
て
情
縁
の



 
 
 
 
あ
ら

 
 
感
を
見
は
す
。
「
合
夢
」
一
折
、
全
部
 
此
に
結
穴
す
。
見
優
は
傍
り
て
癩

 
 
 
 
 
 
 
 
も
つ

 
 
事
理
の
議
科
を
用
て
牧
場
せ
し
め
、
【
江
頭
金
桂
】
二
曲
を
創
り
去
る
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
大
い
に
是
れ
恨
む
下
し
。

 
原
作
脚
本
に
お
い
て
は
、
第
二
駒
「
言
懐
」
で
早
撃
梅
が
登
場
し
、
夢
に
現
わ

れ
た
美
女
に
將
來
の
「
姻
縁
之
分
、
獲
跡
之
期
」
を
約
束
さ
れ
、
第
十
齢
「
驚

夢
」
に
至
っ
て
杜
麗
娘
が
柳
津
梅
と
夢
の
中
で
契
り
を
結
ぶ
と
い
う
構
成
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
『
風
流
車
』
で
は
、
第
七
折
「
夢
感
春
情
」
に
杜
麗
娘
の
夢
を
、
第

八
折
「
情
事
印
夢
」
に
柳
夢
梅
の
夢
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
七
節
の
緊
密
な
展
開

を
比
量
し
、
そ
の
錦
結
を
第
二
十
六
折
「
夫
妻
合
式
」
に
定
め
た
、
と
言
う
の
で

あ
る
。
た
め
に
、
原
作
脚
本
第
二
駒
「
言
懐
」
後
置
と
同
封
十
三
齢
「
訣
謁
」
を

合
わ
せ
て
第
八
折
と
し
、
原
作
脚
本
第
十
一
駒
「
書
壇
」
は
洋
盤
さ
れ
て
、
第
九

折
「
麗
娘
尋
夢
」
に
帯
け
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
第
二
折
「
二

友
言
懐
」
の
上
欄
石
窟
に
も
、
「
原
稿
の
此
の
折
は
、
便
ち
夢
よ
り
説
き
出
だ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

來
り
、
旦
の
夢
と
載
然
と
二
業
り
了
は
ん
ぬ
に
似
た
り
。
今
 
名
を
夢
梅
と
改
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
を
旦
の
夢
の
下
に
移
し
、
二
夢
暗
合
せ
し
む
れ
ば
、
較
≧
二
目
有
り
」
と
あ

る
。
ま
た
俗
間
で
は
七
五
竈
が
譜
誰
を
弄
す
る
場
面
を
播
演
ず
る
こ
と
、
臨
安
に

放
立
つ
柳
半
座
と
同
生
し
て
同
道
す
る
杜
麗
娘
が
往
事
を
同
顧
し
て
唱
う
【
江
頭

金
桂
】
二
曲
を
捌
去
す
る
こ
と
を
難
ず
る
。

 
第
二
則
に
は
、
脚
色
の
錯
綜
を
避
け
、
情
節
の
簡
明
化
に
意
を
注
い
だ
こ
と
を

言
う
。

 
 
凡
そ
傳
奇
は
最
も
支
離
を
忌
み
、
一
貼
旦
に
し
て
又
た
小
姑
姑
に
翻
す
る

 
 
は
、
贅
な
る
こ
と
甚
だ
し
か
ら
ず
や
。
今
 
春
香
の
出
家
す
る
に
改
め
、
印

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
く
せ
ん

 
 
ち
以
て
小
姑
姑
に
代
へ
、
且
つ
眞
容
を
認
む
る
の
張
本
と
爲
さ
ば
、
葛
藤
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ん
し
ょ

 
 
省
却
す
る
こ
と
幾
許
ぞ
。
又
た
玉
璽
は
原
と
正
戯
に
非
ず
、
借
り
て
線
索
と

 
 
点
し
、
又
た
金
主
を
添
ふ
る
は
、
更
に
贅
な
ら
ず
や
。
之
を
去
ら
ば
良
に
是

 
 
 
 
 
漏
夢
龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
會
親
風
流
夢
傳
奇
』

 
 
 
 
め
 

 
 
な
り
。

 
原
作
脚
本
で
は
、
春
香
も
梅
花
奄
観
の
小
道
姑
も
脚
色
は
い
ず
れ
も
貼
で
あ

り
、
上
演
に
際
す
る
禁
忌
に
抵
鰯
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
第
十
六
折
「
謀
暦
膓

女
」
に
お
い
て
、
春
香
を
杜
麗
娘
の
霊
位
に
仕
え
る
道
装
に
改
め
れ
ば
、
第
二
十

二
折
「
石
姑
阻
僅
」
で
無
謬
梅
の
部
屋
に
掛
け
ら
れ
た
美
女
の
春
容
が
杜
麗
娘
の

そ
れ
で
あ
る
と
認
め
る
際
に
も
、
男
節
に
停
滞
を
來
さ
な
い
、
と
言
う
の
で
あ

る
。
原
作
脚
本
第
三
十
齢
「
懐
擁
」
に
お
い
て
、
事
情
を
知
ら
ぬ
小
道
姑
が
美
女

圖
と
見
な
し
て
し
ま
う
が
た
め
、
墨
画
が
不
明
瞭
に
な
る
こ
と
を
忌
避
し
た
も
の

で
あ
る
。
「
謀
暦
膓
女
」
の
上
欄
餌
薬
に
も
、
「
春
香
の
出
家
せ
る
は
、
義
脾
と
謂

ふ
面
し
。
便
ち
小
姑
姑
の
書
を
認
む
る
に
及
ぶ
張
本
を
伏
す
。
後
來
 
小
姐
重
生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
べ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
、
蕾
に
依
り
て
伴
と
面
す
。
原
稿
の
葛
藤
 
一
筆
も
て
都
て
壷
く
せ
り
」
と
あ

る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
原
作
脚
本
第
十
五
駒
「
虜
諜
」
に
お
け
る
李
全
、
完
顔

亮
の
配
置
は
無
意
味
で
あ
る
と
し
て
単
二
し
た
と
も
言
う
。

 
第
三
則
に
は
、
時
間
配
分
の
遺
漏
を
改
め
た
こ
と
を
言
う
。

 
 
生
 
三
韓
賓
に
謁
せ
し
時
、
旦
 
尚
ほ
無
志
な
り
。
途
中
 
一
た
び
病
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た

 
 
て
、
観
に
投
ず
る
に
距
る
ま
で
時
を
爲
す
こ
と
幾
何
ぞ
。
而
れ
ど
も
「
薦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
は
 
 
 
 
あ
き

 
 
亡
」
一
反
、
途
に
以
て
三
年
の
後
と
爲
す
は
、
遅
速
太
だ
相
楽
ら
か
な
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ず
、
今
 
周
年
に
改
め
て
較
≧
要
ん
ず
る
な
り
。

 
原
作
脚
本
の
墾
田
よ
り
す
れ
ば
、
柳
落
梅
が
苗
舜
賓
の
知
遇
を
得
る
第
二
十
一

駒
「
謁
遇
」
ま
で
杜
麗
娘
は
存
命
の
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
杜
麗
娘
が
懸
患

い
に
罹
っ
て
病
み
衰
え
る
第
十
六
駒
「
詰
病
」
か
ら
、
後
花
園
に
梅
花
奄
観
を
建

て
て
埋
葬
さ
れ
る
第
二
十
鶴
「
蘭
書
」
ま
で
が
短
時
間
に
過
ぎ
る
。
か
く
し
て
、

原
作
脚
本
「
業
病
」
、
第
十
七
鮪
「
道
現
」
を
合
わ
せ
た
第
十
二
折
「
慈
母
所
幅
」
、

第
十
八
駒
「
診
崇
」
に
基
づ
く
第
十
三
折
「
最
良
欝
病
」
の
次
に
、
「
謁
遇
」
を

改
訂
し
た
第
十
四
折
「
造
寺
干
謁
」
を
置
き
、
そ
の
後
に
「
岡
膓
」
に
基
づ
く
第

に
お
け
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
攣
改

一
六
七



日
本
中
國
學
會
報
 
第
五
十
二
集

十
五
折
「
中
秋
泣
面
」
、
第
十
六
折
「
謀
聖
画
女
」
を
配
し
た
。
更
に
、
第
二
十

九
駒
コ
勇
疑
」
に
お
い
て
石
道
志
が
杜
麗
娘
の
盤
位
を
守
っ
て
三
年
と
設
定
す
る

の
は
、
情
節
の
展
開
か
ら
考
え
て
冗
長
で
あ
り
、
第
二
十
二
折
「
石
玉
阻
懐
」
で

は
一
年
号
改
め
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

 
第
四
則
に
は
、
登
場
人
物
の
心
理
描
爲
、
所
作
設
定
の
不
備
を
指
弾
す
る
。

 
 
眞
容
も
て
叫
喚
し
、
一
片
の
血
誠
、
一
遇
の
魂
交
あ
り
。
之
を
置
き
て
問
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

 
 
ざ
れ
ば
、
生
 
薄
情
を
解
す
る
無
き
な
り
。
「
阻
歓
」
折
に
【
式
武
令
】
一

 
 
曲
を
添
へ
、
生
が
爲
に
補
過
し
、
且
つ
此
に
借
り
て
眞
容
を
懸
溶
し
、
以
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
旦
の
身
を
隠
す
に
便
せ
ば
、
全
く
痕
跡
無
き
に
便
す
る
な
り
。

 
原
作
脚
本
第
三
十
駒
「
堰
擁
」
は
野
土
梅
と
杜
麗
娘
の
幽
霊
を
描
い
た
場
面
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
曲
僻
、
所
作
と
も
に
意
が
了
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

第
二
十
二
折
「
石
淋
滑
滑
」
で
は
、
杜
麗
娘
誘
引
の
【
下
墨
令
】
曲
を
新
増
し
て

先
ず
は
柳
夢
梅
の
慕
情
を
強
調
す
る
。
ま
た
同
仁
に
併
せ
て
眞
容
の
所
在
を
明
示

す
れ
ば
、
直
後
に
石
道
姑
ら
が
柳
夢
梅
の
所
行
を
難
詰
す
る
際
に
も
、
書
軸
に
話

題
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
杜
麗
娘
も
原
作
脚
本
の
ご
と
く
安
易
に
退
場
す

る
要
は
な
く
、
柳
引
剥
の
背
後
に
身
を
潜
め
て
い
る
と
設
定
で
き
る
。
さ
す
れ

ば
、
い
か
に
も
二
人
制
情
擬
に
溺
れ
て
い
る
様
を
演
出
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
言
う
の
で
あ
る
。

 
第
五
則
に
は
、
原
作
脚
本
の
場
面
設
定
の
煩
冗
、
曲
僻
の
重
畳
に
つ
い
て
指
摘

す
る
。

 
 
原
本
の
老
夫
人
の
祭
食
、
及
び
柳
生
の
投
店
等
の
折
が
煤
翌
ｫ
は
、
詞
は
佳
な

 
 
ら
ず
ん
ば
非
ず
。
然
れ
ど
も
折
敷
 
太
だ
煩
は
し
き
が
故
に
創
去
す
。
即
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
は

 
 
脚
柱
せ
し
所
の
諸
曲
は
、
儘
だ
絶
妙
好
僻
有
り
。
警
へ
ば
飽
を
取
る
に
限
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
 

 
 
し
。
観
る
者
 
幸
ひ
に
瀦
金
成
鐵
を
以
て
余
を
笑
ふ
曇
れ
。

＝
ハ
八

 
原
作
脚
本
第
二
十
五
齢
「
憶
女
」
、
第
四
十
九
鮪
「
准
泊
」
な
ど
の
曲
辮
に
は

好
句
が
連
ね
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
構
成
上
の
繁
雑
さ
を
厭
い
、
大
幅
な
捌
省
を
施

し
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

 
以
上
の
諸
瓢
を
攣
改
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
表
の
ご
と
く
原
作
脚
本
の
全
五

十
五
駒
は
、
『
風
流
夢
』
に
至
っ
て
全
三
十
七
折
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
(
原
作
脚

本
を
基
準
と
し
て
、
漏
夢
話
改
丁
を
封
磨
さ
せ
る
。
各
標
目
の
前
の
華
字
は
餉
〔
折
〕
を

表
わ
す
。
生
は
柳
夢
梅
、
旦
は
杜
麗
娘
、
他
は
そ
の
他
の
脚
色
を
意
味
し
、
當
該
駒
〔
折
〕

に
登
場
す
る
場
合
に
は
○
、
登
場
し
な
い
場
合
に
は
×
を
附
す
。
斜
線
は
捌
去
を
示
す
。

参
考
ま
で
に
先
行
す
る
藏
想
循
改
本
の
標
目
を
掲
げ
た
)

原
作
脚
本

濤
夢
龍
改
本

威
想
循
改
 
本

生
 
旦
 
他

生

旦

他

1
標
目

×

×

○

1
家
門
大
意

×

×

○

0
開
場

2
二
悔
言
懐
(
一
一
)

○
×

×

1
言
懐

2
言
懐

○

×

○

8
情
竃
突
夢
(
前
牛
)

○

×

×

3
訓
女

×

○

○

3
杜
公
工
女

×

○

○

2
訓
女

4
腐
嘆

×

×

○

-
採
×

b
-
○

5
延
師

×

○

○

挟
-
-
○

6
恨
眺

○

×

○

2
二
友
言
懐
(
後
牛
)

○

×

○

7
閨
塾

×

○

○

5
傳
経
習
字

×

○

○

3
延
師

8
勧
農

×

×

○

4
勧
農

9
粛
苑

×

×

○

6
春
香
学
者

×

×

○

1
0ｨ
夢

○

○

○

7
夢
感
春
情

○

○

○

5
遊
園

1
1
怏

×

×

○

1
2q
夢

×

○

○

9
卸
町
尋
夢

×

○

O7
尋
夢

1
3拷
y

○

×

○

8
情
郎
印
夢
(
後
孚
)

○
×

○



1
4ｹ
質

×

○

○

u
繍
閣
傳
眞
 
 
 
×
一
〇
一
〇

9
篤
眞

1
5ｸ
諜

×

×

○

1
6l
病

×

×

○

1
2

採
-
×

-
-
墜
×

b
O

8
詰
病

1
7ｹ
現

×

×

○

1
8f
崇

×

○

○

1
3ﾅ
良
診
病

×

○

○

1
9ﾄ
賊

×

×

○

1
0_
田
白
兵

×

×

○

1
0ﾄ
賊

2
0井
U

1
5?
H
泣
夜

×

○

○

1
1
蚊

×

○

○

1
6ｽ
郡
士
女

×

×

○

2
1y
遇

○
×

○

1
4錘
寰
q
謁

○

×

○

6
謁
遇

2
2匇

○

×

○

1
7a
客
依
奄

○

×

○

1
2ｷ
寄

2
3ｻ
剣

×

○

○

1
8ｻ
到
憐
情

×

O
○

1
3ｻ
剣

○
×

×
×

×

1
4゚

眞

2
4

E
豊
2
5
憶
女

○
○

1
9

O
q

1
6b
女

2
6ﾟ
眞

○

×

×

，
照

1
4゚

眞

2
7ｰ
遊

○
×

○

2
0ｰ
遊
情
感

○

×

○

1
5ー

遊

2
8H
購

○
○

×

2
1~
津
幽
遵

○

○
×

1
7H
購

2
9E
疑

×

X

○

P
O

3
0ﾍ
擁

○

○

0
2
2

-
杯
○

＝
区
-
○

3
1U
備

×

×

○

1
8U
備

3
2齔
ｶ

○

○
×

2
3ﾝ
誓
回
心

○

○
×

1
9ｻ
誓

3
3驪
c

○

×

○

2
4ｦ
謀
獲
墓

○

×

○

3
4O
一

×

×

○

3
5�
ｶ

○

○

○

2
5ﾋ
女
同
志

○

○

○

2
0ｯ
生

3
6･
走

○

○

○

2
6v
妻
二
二

○

○

○

2
2･
走

3
7[
憂

×

×

O
2
7ﾅ
良
省
墓

×

×

○

2
3[
攣

3
8y
看

×

×

○

3
9＠
杭

○

○

○

2
4＠
杭

4
0l
偵

×

×

○

4
1^
試

○

×

○

認
告
考
選
才
 
 
［
〇
一
三
〇

2
6^
試

4
2ﾚ
鎭

×

×

○

2
1ﾚ
鎭

4
3囂
y

×

×

○

2
9m
賓
移
鎭
 
 
マ
一
×
一
〇

4
4}
難

○

○

○

2
8}
難

4
5s
間

×

×

○

3
1ﾅ
良
遇
憲

×

×

○

2
5･
聞

4
6ﾜ
丁

×

×

○

3
2?
髣
W
聞

×

×

○

2
7ﾜ
竃

4
7

×

×

○

3
3ｭ
金
解
園

×

×

○

2
9

4
8�

×

0
○

3
0q
母
相
逢

○

○

○

3
0�

4
9｡
若

○

×

○

5
0
?

○

×

○

謎
柳
生
闇
宴
 
 
一
旦
×
一
〇

3
1ﾅ
宴

5
1實
ｺ

×

×

○

3
2ﾔ
下

5
2O
元

×

×

○

3
5s
訪
状
元

×

×

○

5
3d
拷

○

×

○

3
6|
打
東
躰

○

×

○

3
3d
拷

5
4ｷ
喜

×

○

○

3
4ｷ
喜

5
5｢
駕

○

○

○

即
皇
恩
賜
慶
 
 
「
○
一
旦
○

3
5｢
駕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
掲
の
「
風
流
夢
総
評
」
に
は
言
及
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
漏
夢
龍
は
全
篇
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
縮
小
す
べ
く
第
八
齢
「
勧
農
」
、
第
十
一
餉
「
慈
戒
」
、
第
十
五
駒
「
虜
諜
」
、
第

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
十
五
餉
…
「
憶
女
」
、
第
三
十
一
齢
「
手
巾
」
、
第
三
十
四
繭
「
詞
藥
」
、
第
三
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
十
「
准
警
」
、
第
三
十
九
餉
…
「
煤
酪
縺
v
、
第
四
十
餉
…
「
僕
偵
」
、
第
四
十
二
齢
「
移

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鎭
」
、
第
四
十
四
駒
「
急
難
」
、
第
四
十
九
繭
「
斗
升
」
、
第
五
十
一
齢
「
榜
下
」
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
五
十
四
齢
「
聞
喜
」
の
全
十
四
駒
を
完
全
に
捌
訂
し
、
第
四
折
「
官
舎
延
師
」
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
十
二
折
「
慈
母
一
幅
」
、
第
十
九
折
「
引
引
眞
容
」
、
第
二
十
二
折
「
石
姑
阻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
僅
」
は
原
作
脚
本
に
お
い
て
二
駒
に
分
か
た
れ
て
い
た
も
の
を
一
同
に
纏
め
直
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
漏
斗
龍
は
原
作
脚
本
に
全
面
的
に
手
を
加
え
、
濁
自
の
境

漏
夢
龍
『
墨
慈
齋
重
定
三
會
親
風
流
夢
傳
奇
』
に
お
け
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
攣
改
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
六
九



日
本
中
國
學
會
報
 
第
五
十
二
集

地
を
創
出
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
漏
夢
龍
の
改
訂

が
減
溢
血
洋
本
の
手
磨
翌
�
ﾍ
倣
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。

五

 
煤
酪
繧
ﾌ
馬
夢
龍
の
周
到
な
用
意
に
基
づ
く
攣
改
は
、
措
僻
に
も
及
ぶ
。
以
下
、

原
作
脚
本
の
曲
僻
が
煤
莱
ｽ
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
白
に
は
ど
の
よ
う
な

手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
観
鮎
か
ら
分
析
し
て
ゆ
く
。

 
曲
群
に
つ
い
て
は
、
呉
江
派
に
屑
す
る
彼
の
曲
學
理
念
が
遺
憾
無
く
獲
揮
さ
れ

て
い
る
。
銑
述
の
と
お
り
、
空
夢
龍
の
『
墨
慾
齋
新
譜
』
は
現
存
し
な
い
け
れ
ど

も
、
『
太
霞
新
身
』
に
は
本
來
の
注
に
加
え
て
稿
本
か
ら
の
引
用
が
、
沈
自
晋
の

『
南
詞
新
譜
』
に
も
馬
夢
龍
の
見
解
が
注
記
さ
れ
た
り
、
漏
夢
龍
の
稿
本
に
基
づ

く
補
訂
、
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
風
流
夢
』
の
上
欄
眉
批
に
お
い
て

も
、
往
々
に
し
て
馬
夢
野
の
攣
改
の
趣
意
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
併
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

好
み
解
け
ば
、
善
計
改
訂
の
直
面
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
原
作
脚
本
第
十
八
鮪
「
診
崇
」
は
、
夢
の
中
で
出
捻
っ
た
柳
夢
梅
に
懸
い
焦
が

れ
て
憔
惇
し
た
杜
麗
娘
に
、
陳
最
良
と
石
旦
夕
が
加
療
を
試
み
る
場
面
で
あ
る
。

 
 
う
た

次
の
曲
で
は
、
杜
麗
娘
が
夢
の
中
の
出
荒
事
を
追
懐
し
て
、
胸
の
内
な
る
苦
衷
を

 
 
お
 

唱
う
。
(
小
字
は
襯
字
を
表
わ
す
。
爽
白
は
省
略
す
る
。
以
下
同
様
)

 
 
【
金
落
索
】
貧
他
事
真
姿
、
嫌
了
多
情
泥
。
待
不
思
量
、
急
所
思
量
得
。
就

 
 
裏
暗
錆
肌
、
伯
人
知
、
漱
腔
腔
轍
喘
微
。
我
這
慣
掩
磨
欄
I
様
子
誰
憐
惜
。
自

 
 
胆
道
的
春
心
急
藩
臣
。
心
見
悔
、
悔
當
初
一
玉
野
春
睡
。
信
他
沖
的
箇
甚

 
 
喜
。
到
的
年
時
、
敢
犯
置
花
園
内
。

 
 
旦
(
杜
麗
娘
)
”
か
の
人
を
求
め
て
暫
し
国
母
は
れ
、
懸
の
魔
力
に
囚
は
る

 
 
 
る
。
思
は
じ
と
す
れ
ど
、
い
か
で
思
は
で
得
ん
。
い
つ
し
か
に
痩
せ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
そ

 
 
 
腱
、
人
に
知
ら
る
る
を
伯
れ
て
、
咳
は
ゴ
ホ
ン
ゴ
ホ
ン
と
 
息
は
幽
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
ひ
ご
こ
ろ

 
 
 
し
。
か
く
も
心
痛
め
し
我
を
 
誰
か
憐
れ
ま
ん
。
潜
め
し
春
心
 
い
か

 
 
 
に
し
て
か
支
へ
ん
。
心
に
悔
ゆ
、
留
春
の
睡
り
よ
り
醒
め
し
を
。
母
上
に

 
 
 
信
せ
ん
も
い
か
な
る
邪
氣
を
か
祓
は
ん
。
そ
の
か
み
、
花
園
の
内
な
る
神

 
 
 
を
犯
せ
し
や
。

 
同
じ
箇
所
を
『
風
流
夢
』
第
十
三
折
「
最
良
診
病
」
で
は
、
杜
麗
娘
と
春
香
の

二
人
が
唱
う
次
の
よ
う
な
曲
に
改
め
て
い
る
。

 
 
【
商
調
】
【
金
落
索
】
［
金
梧
桐
］
貧
他
牛
年
菜
、
嫌
了
多
情
殉
。
待
不
思
量
、

 
 
急
不
思
量
伽
、
知
他
意
憾
言
。
［
東
雛
型
］
使
物
暗
錆
肌
、
漱
喘
呼
呼
氣
力

 
 
微
、
伽
這
白
滝
煎
的
様
子
渾
煤
酪
?
B
［
準
線
箱
］
認
定
準
早
春
心
急
好
支
、
眉

 
 
墾
翠
。
［
瀬
書
眉
］
這
図
心
光
景
只
合
弁
綜
羅
西
。
［
寄
生
子
］
病
中
身
伯
的

 
 
是
驚
疑
、
且
將
息
休
速
筆
。

 
 
旦
(
上
卿
娘
)
鱒
［
金
梧
桐
］
か
の
人
を
斜
め
て
暫
し
心
尽
は
れ
、
懸
の
魔
力

 
 
 
に
囚
は
る
る
。
思
は
じ
と
す
れ
ど
、
い
か
で
君
を
思
は
で
得
ん
、
さ
れ
ど

 
 
 
 
 
 
ま
こ
と

 
 
 
か
の
人
の
實
に
誰
な
る
か
を
知
ら
ん
や
。
［
東
平
令
］
い
つ
し
か
に
痩
せ

 
 
 
し
膣
、
息
は
ハ
ア
ハ
ア
と
 
力
弱
し
。

 
 
貼
(
春
香
)
…
か
く
も
心
痛
め
し
お
嬢
檬
は
 
酔
へ
る
が
煤
翌
ｵ
。
［
針
線
箱
］

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ゆ
ね

 
 
 
定
ま
り
な
き
春
心
、
い
か
で
好
く
支
へ
ん
 
翠
な
す
眉
を
墾
め
し
。
［
獺

 
 
 
豊
穣
］
胸
か
き
抱
く
様
は
 
只
だ
ま
さ
に
紆
羅
の
西
に
の
み
在
る
べ
し
。

 
 
合
唱
”
［
寄
生
子
］
病
中
の
身
は
驚
き
誘
る
を
泊
る
、
暫
し
養
生
し
て
 
心

 
 
 
悩
ま
す
を
や
め
よ
。

 
『
太
霞
新
奏
』
巻
十
一
【
商
調
】
下
に
は
、
浅
虫
龍
自
ら
の
作
曲
に
な
る
「
代

妓
賂
友
」
套
が
牧
め
ら
れ
、
冒
頭
の
【
金
諾
索
】
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

 
 
【
金
絡
索
】
［
金
梧
桐
］
遅
明
金
屋
光
、
自
小
声
声
養
。
學
得
青
謳
、
聲
続
芙

 
 
蓉
帳
、
連
環
輕
並
樹
。
［
東
予
令
］
倣
野
鴛
鴛
、
稠
恨
東
風
没
主
張
、
抵
多
少

 
 
夢
同
王
謝
堂
前
燕
。
［
針
線
痛
］
抵
多
少
魂
逐
臨
耶
弦
上
鳳
、
無
名
網
。
［
獺



 
 
壼
眉
］
背
人
深
塵
儘
思
量
。
［
寄
生
子
］
正
中
蕾
苦
難
忘
、
新
恨
難
降
、
齪

 
 
渡
渡
桃
花
浪
。

 
こ
れ
に
基
づ
い
て
漏
夢
龍
の
論
定
し
た
【
金
串
索
】
の
定
格
を
卒
灰
に
よ
っ
て

示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
 
【
金
平
索
】
［
金
梧
桐
］
卒
卒
雫
灰
卒
、
灰
灰
孕
平
灰
、
灰
灰
卒
卒
、
卒
灰
卒

 
 
卒
灰
、
卒
孕
卒
灰
孕
。
［
東
願
令
］
灰
悪
弊
、
卒
灰
真
裸
灰
灰
卒
、
灰
丁
半

 
 
陰
野
灰
灰
。
［
針
線
描
］
詫
言
卒
卒
卒
灰
卒
、
卒
含
蓄
。
［
獺
書
眉
］
灰
丁
半

 
 
灰
地
紋
卒
。
［
寄
生
子
］
灰
灰
遊
事
雫
卒
、
主
脚
卒
灰
、
灰
灰
灰
卒
卒
灰
。

 
［
東
臨
令
］
三
句
目
、
［
寄
生
子
］
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
は
、
定
格
を
得
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
か
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

 
こ
の
攣
改
で
は
、
漏
夢
龍
は
先
ず
は
曲
律
上
の
糾
謬
を
施
す
べ
く
【
金
落
索
】

曲
を
［
金
梧
桐
］
［
東
甑
令
］
［
針
線
量
］
［
獺
書
眉
］
［
寄
生
子
］
の
五
曲
か
ら
成

る
集
曲
に
改
め
て
い
る
。
次
い
で
原
作
脚
本
に
お
い
て
杜
麗
娘
一
人
が
春
懸
の
情

を
纏
綿
と
唱
い
上
げ
る
曲
で
あ
っ
た
も
の
を
、
苦
悶
す
る
杜
麗
娘
と
彼
女
の
様
子

を
客
観
描
篤
す
る
春
香
の
分
身
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
観
客
が
彼
女
の
苦
衷
を

一
暦
明
確
に
理
解
で
き
る
こ
と
を
指
向
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
原
作
脚
本
第
二
十
八
齢
「
幽
購
」
は
、
梅
花
寒
菅
に
寄
寓
す
る
柳
夢
梅
の
も
と

に
杜
麗
娘
の
亡
魂
が
現
わ
れ
て
、
毎
夜
の
よ
う
に
逢
瀬
を
重
ね
る
場
面
で
あ
る
。

次
の
曲
は
、
杜
麗
娘
が
描
き
遺
し
た
書
像
に
心
を
奪
わ
れ
た
柳
夢
梅
が
、
彼
女
と

自
分
に
は
宿
縁
が
あ
る
こ
と
を
妄
想
し
て
唱
う
。

 
 
【
洗
沙
漢
】
拮
詩
話
、
甥
會
家
。
柳
和
梅
有
分
見
些
。
他
春
心
門
出
湖
山
鐘
、

 
 
飛
上
煙
納
薯
緑
華
。
僕
倖
殺
、
封
他
万
富
眉
痕
心
上
酒
、
有
情
人
不
在
天
涯
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
に
し

 
 
生
(
柳
夢
梅
)
”
詩
を
作
り
て
、
詩
人
に
向
か
ふ
。
柳
と
梅
と
に
縁
有
り
。

 
 
 
か
の
人
の
春
心
は
 
築
山
の
陰
よ
り
遜
り
出
で
、
絵
絹
に
舞
ひ
飛
ぶ
薯
緑

 
 
 
華
の
ご
と
。
悩
ま
し
き
こ
と
甚
だ
し
、
か
の
人
の
顔
や
眉
に
心
は
動
く
、

 
 
 
 
 
馬
夢
龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
會
親
風
流
夢
傳
奇
』

に
お
け
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
攣
改

 
 
 
有
情
の
人
 
天
涯
に
は
在
ら
ず
。

 
同
曲
を
『
風
流
夢
』
第
二
十
一
折
「
梅
奄
幽
這
」
で
は
、
柳
夢
梅
が
書
像
の
美

女
を
愛
惜
す
る
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 
 
【
洗
漢
紗
】
還
細
氏
浴
A
他
年
話
、
信
芳
年
寄
嫁
。
無
心
、
則
這
柳
梅
隻
分
哨

 
 
兼
跨
。
一
匹
寺
歴
遍
蜷
二
王
桂
重
工
。
二
幅
唖
、
一
字
字
非
望
詐
、
侮
的
耳
邊

 
 
痛
学
道
是
不
平
、
平
平
。

 
 
生
(
柳
夢
梅
)
“
再
び
細
か
に
観
る
に
、
い
つ
の
日
か
、
芳
年
に
信
せ
て
嫁
ぐ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
に
し

 
 
 
な
ら
ん
。
必
ず
や
、
柳
と
梅
と
の
縁
に
關
は
れ
り
。
平
げ
て
君
を
し
て
蜷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
ど

 
 
 
宮
を
経
巡
り
 
桂
を
取
り
て
調
べ
し
む
。
喉
は
重
る
る
も
、
ひ
と
こ
と
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
 
 
億
り
に
は
非
ず
、
よ
も
や
君
が
耳
の
邊
に
 
近
づ
か
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
、

 
 
 
我
が
聲
の
喧
し
き
の
。

 
『
南
詞
新
譜
』
巻
十
二
之
下
【
南
呂
過
曲
】
に
は
散
田
「
驚
鳳
同
歯
」
套
か
ら

【
洗
甲
高
】
を
引
く
。

 
 
【
洗
顔
沙
】
誰
高
官
、
相
思
病
、
怨
煤
酪
纐
濠
G
。
裳
剰
、
雨
三
杯
酒
全
無
興
。

 
 
空
勤
皇
十
二
閲
干
濁
自
任
ル
。
心
取
取
、
想
起
那
虚
翠
蔓
、
耳
邊
言
挙
取
那
眞

 
 
本
、
蘭
亭
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
『
南
詞
新
譜
』
に
見
え
る
注
記
に
基
づ
い
て
馬
夢
龍
の
論
定
し
た
【
洗
漢
沙
】

の
定
格
を
卒
灰
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
 
【
洗
漢
沙
】
孕
灰
墨
、
卒
雫
灰
、
灰
卒
灰
面
罵
、
卒
灰
、
灰
卒
卒
灰
卒
卒
灰
、

 
 
灰
灰
平
卒
灰
灰
卒
、
卒
灰
灰
、
灰
灰
灰
卒
卒
灰
、
灰
卒
卒
灰
野
営
卒
灰
、
卒

 
 
卒
、

 
『
風
流
夢
』
の
【
洗
漢
沙
】
と
の
間
に
は
卒
灰
に
お
い
て
若
干
の
異
同
が
見
ら

れ
る
け
れ
ど
も
、
句
数
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

 
こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
漏
夢
野
は
曲
律
を
糾
正
し
た
上
で
、
原
作
脚
本
で
は

柳
夢
梅
が
画
像
の
美
女
に
魅
せ
ら
れ
て
荘
惚
と
す
る
様
が
唱
わ
れ
る
も
の
を
、
柳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
一



日
本
中
國
學
會
報
 
第
五
十
二
集

書
梅
が
美
女
と
の
姻
縁
と
い
う
豫
て
よ
り
の
宿
望
を
果
た
す
べ
く
能
動
的
に
働
き

か
け
る
曲
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
や
は
り
内
容
の
曖
昧
さ
を
避
け
る
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
以
上
の
例
の
み
な
ら
ず
、
曲
僻
に
關
し
て
は
、
馬
夢
龍
改
本
を
通
じ
て
先
ず
は

曲
律
が
遵
守
さ
れ
、
そ
の
上
で
観
客
の
明
確
な
内
容
把
握
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
威
甘
煮
改
本
が
原
作
脚
本
の
毛
更
に
は
さ
ま
で
手
を
加
え
ず
、
専
ら
全

篇
の
縮
小
を
意
圖
し
た
の
と
は
明
ら
か
に
別
趣
向
で
あ
る
。
尚
、
卒
灰
が
必
ず
し

も
合
致
し
な
い
も
の
や
、
定
格
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
句
歎
が
一
定
で
な
い
も
の
が

存
す
る
の
は
、
各
曲
牌
の
格
式
が
比
較
的
緩
や
か
で
、
別
膣
が
数
多
く
存
す
る
南

陽
で
あ
る
が
故
、
通
例
と
し
て
卒
灰
や
句
数
に
多
少
の
出
入
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
白
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
原
作
脚
本
を
襲
い
な
が
ら
、
馬
直
面
が
濁
自
に

攣
改
を
施
し
た
箇
所
も
存
す
る
。

 
例
え
ば
、
第
七
折
「
夢
感
春
情
」
に
お
い
て
、
春
香
に
連
れ
ら
れ
た
杜
麗
娘
が

後
花
園
の
景
致
を
目
の
當
た
り
に
し
て
唱
う
【
鎧
袖
抱
】
直
後
の
白
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。

 
 
［
貼
］
小
姐
、
伽
看
牡
丹
亭
眸
花
開
釜
台
燗
漫
也
。
［
旦
］
正
是
、
花
木
無

 
 
情
、
強
盛
自
護
。
［
貼
］
個
不
遇
春
光
、
便
有
名
花
奇
石
、
也
徒
然
了
。

 
 
貼
(
春
香
)
”
お
嬢
様
、
牡
丹
亭
の
邊
り
に
は
花
が
燗
漫
と
嘆
き
誇
っ
て
お

 
 
 
り
ま
す
わ
。

 
 
旦
(
杜
麗
娘
)
”
こ
れ
こ
そ
、
「
花
木
に
は
情
無
け
れ
ど
、
春
に
逢
ひ
て
自
ず

 
 
 
 
ひ
ら

 
 
 
と
護
く
」
ね
。

 
 
貼
鱒
も
し
春
の
お
日
さ
ま
が
顔
を
覗
か
せ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
た
と
え
名
花

 
 
 
奇
卉
が
あ
っ
た
と
し
て
も
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
わ
。

 
原
作
脚
本
第
十
齢
「
驚
夢
」
の
同
じ
箇
所
は
、
春
香
の
次
の
白
だ
け
で
あ
っ
た
。

 
 
［
貼
］
是
花
巻
放
了
、
那
牡
丹
還
早
。

七
二

 
 
貼
(
春
香
)
”
花
は
皆
な
習
い
て
お
り
ま
す
が
、
牡
丹
は
ま
だ
早
う
ご
ざ
い

 
 
 
ま
す
わ
。

 
曲
僻
と
同
様
に
、
漏
夢
龍
改
本
は
観
客
の
理
解
を
助
け
る
べ
く
、
些
か
冗
舌
な

説
明
を
施
し
て
い
る
。

 
因
み
に
、
白
に
は
減
懲
循
の
改
本
を
襲
っ
た
箇
所
も
頻
見
さ
れ
る
。

 
例
え
ば
、
第
五
折
「
傳
経
習
字
」
末
尾
に
お
い
て
、
春
香
に
後
花
園
の
様
子
を

尋
ね
る
杜
麗
娘
の
白
は
、

 
 
原
産
有
馬
等
一
箇
所
在
、
得
空
和
伽
礁
去
。

 
 
そ
ん
な
庭
が
あ
っ
た
の
ね
、
暇
を
見
付
け
て
一
緒
に
見
に
行
き
ま
し
よ
う
。

で
あ
り
、
岳
見
循
改
本
業
三
折
「
延
払
」
の
「
原
菊
桐
這
等
一
個
所
在
、
得
室
我

和
伽
看
去
」
を
襲
用
し
て
い
る
。
原
作
脚
本
第
七
駒
「
閨
塾
」
で
は
「
原
來
有
這

等
一
箇
所
在
、
且
同
衙
去
」
(
…
…
お
屋
敷
に
戻
り
ま
し
よ
う
)
に
作
る
部
分
で

あ
る
。

 
ま
た
第
十
五
折
「
中
秋
泣
夜
」
冒
頭
の
、
懸
患
い
に
罹
っ
て
病
み
衰
え
た
杜
麗

娘
を
氣
遣
う
爾
親
の
様
子
を
知
ら
せ
る
春
香
の
白
は
、

 
 
連
天
引
爲
小
斎
愁
煩
、
下
品
雨
哩
。

 
 
天
す
ら
も
お
嬢
様
の
た
め
に
お
心
を
痛
め
ら
れ
、
雨
を
降
ら
せ
て
お
ら
れ
ま

 
 
す
。

で
あ
り
、
減
想
循
改
本
第
十
一
折
「
悼
蕩
」
の
「
是
老
爺
聖
岳
都
撲
着
眉
哩
」
(
お

父
様
お
母
様
は
眉
を
盗
め
て
お
ら
れ
ま
す
)
と
同
趣
向
で
あ
る
。
原
作
脚
本
第
二

十
齢
「
蘭
蕩
」
に
は
無
い
白
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
白
に
つ
い
て
も
や
は
り
全
篇
を
通
じ
て
受
容
者
の
立
場
か
ら
改

訂
が
施
さ
れ
、
新
た
に
創
出
さ
れ
て
い
る
。
一
部
で
賊
葱
循
の
蛍
手
が
援
用
さ
れ

る
の
は
、
先
行
の
改
本
と
し
て
忽
覗
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。

 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
風
流
夢
』
は
馬
夢
龍
の
曲
學
理
念
が
縦
横
に
護
揮
さ
れ
て
、



原
作
脚
本
に
見
ら
れ
た
曲
律
の
誤
謬
を
正
し
、
更
に
普
利
W
、
白
と
も
に
明
解
な
内

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容
や
表
現
を
指
向
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六

 
漏
夢
龍
『
風
流
夢
』
に
つ
い
て
看
過
で
き
な
い
の
は
、
後
代
に
お
け
る
『
牡
丹

亭
還
魂
記
』
上
演
に
お
い
て
、
そ
の
攣
改
が
縫
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も

と
よ
り
、
『
風
流
夢
』
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
承
け
綴
が
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
清
代
の
上
演
を
と
ど
め
た
脚
本
に
は
、
原
作
脚
本
の
一
部
に
『
風
流

夢
』
の
曲
僻
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
毘
山
腔
に
適
し
た
「
上
場
の

曲
」
と
し
て
の
改
訂
が
、
必
ず
し
も
昏
夢
龍
の
意
画
し
た
形
で
は
な
か
っ
た
に
せ

よ
、
後
代
の
俳
優
に
新
た
な
意
味
で
支
持
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

 
以
下
に
は
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
と
『
風
流
夢
』
、
更
に
王
代
の
銭
徳
蒼
輯
『
綴

 
 
れ
 

白
裏
』
(
乾
隆
二
十
九
年
・
一
七
六
四
～
同
三
十
九
年
・
一
七
七
四
刊
)
、
闘
名
編
・
王

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

纏
善
補
雌
『
審
音
鑑
古
記
』
(
道
光
十
四
年
・
一
八
三
四
刊
)
に
輯
録
さ
れ
る
『
牡

丹
亭
還
魂
記
』
散
駒
の
三
者
を
比
較
し
て
、
原
作
脚
本
か
ら
改
訂
本
、
清
代
の
苗

齢
集
へ
の
曲
辮
の
織
承
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。

 
原
作
脚
本
第
二
十
六
駒
「
玩
眞
」
は
、
病
に
倒
れ
て
梅
花
奄
観
に
静
養
す
る
柳

夢
梅
が
、
花
園
を
散
策
す
る
う
ち
に
杜
麗
娘
の
描
き
遺
し
た
自
書
像
を
見
附
け
、

彼
女
が
題
し
た
詩
を
讃
ん
で
そ
の
詩
句
の
内
容
を
認
る
場
面
で
あ
る
。
次
の
曲

は
、
春
容
の
仔
細
を
調
べ
て
柳
夢
梅
が
唱
う
。

 
 
【
二
郎
神
杉
】
些
児
箇
、
書
圖
中
影
児
度
度
。
重
質
書
掌
中
下
下
幅
小
嬬
恋
、

 
 
書
的
旺
盛
停
倭
要
。
問
嬬
面
折
石
人
有
我
。
急
影
見
外
没
牛
朶
祥
雲
託
。
樹

 
 
厳
児
又
不
似
桂
叢
花
項
。
成
驚
愕
、
似
曾
相
識
、
向
俺
心
頭
摸
。

 
 
生
(
二
面
梅
)
”
い
さ
さ
か
、
桶
越
に
思
ひ
を
巡
ら
せ
ん
。
誰
か
書
館
に
小

 
 
 
雨
湿
を
掛
け
し
、
か
く
麗
し
く
書
か
れ
た
る
を
。
嬬
蛾
に
問
ふ
 
折
桂
の

 
 
 
人
に
我
有
り
。
い
か
で
春
雪
の
外
 
牛
朶
の
祥
雲
を
添
へ
ざ
る
。
樹
肌
は

 
 
 
桂
花
に
は
似
ず
。
さ
て
も
驚
か
し
き
は
、
か
ね
て
よ
り
相
識
る
に
似
た

 
 
 
り
、
我
 
心
に
探
ら
ん
。

 
こ
の
曲
は
『
風
流
夢
』
第
十
九
折
「
初
拾
眞
容
」
に
至
っ
て
次
の
ご
と
く
攣
改

さ
れ
る
。
同
じ
く
柳
夢
梅
の
曲
で
あ
る
。

 
 
【
二
郎
神
】
能
書
安
、
論
叢
容
二
合
向
?
莱
ﾔ
野
座
。
七
十
翠
柳
隻
株
人
一
箇
、

 
 
不
栽
紫
竹
、
邊
傍
不
放
箇
鵬
鵠
。
実
見
雨
男
金
?
欄
?
覧
?
A
又
々
見
祥
雲
牛

 
 
朶
。
画
堰
乱
･
嬬
蛾
、
卜
書
膜
饒
、
教
人
望
著
心
窩
。

 
生
(
柳
津
梅
)
”
よ
く
整
ひ
し
、
こ
の
贈
主
は
?
莱
ﾔ
賓
座
に
ぞ
在
る
べ
し
。
な

 
 
に
ゆ
ゑ
に
梅
肉
二
本
と
人
ひ
と
り
の
み
書
け
る
、
紫
竹
も
栽
ゑ
ず
、
傍
ら
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
あ
し

 
 
鵬
鵠
も
置
か
ず
。
た
だ
見
ゆ
る
は
 
金
?
?
牛
ば
隠
し
た
る
羅
裾
、
又
た
祥

 
 
雲
の
牛
朶
も
添
へ
ざ
る
。
嬬
蛾
に
も
非
ざ
れ
ば
、
こ
の
書
に
は
日
く
あ
り

 
 
ぬ
、
我
 
心
に
探
ら
ん
。

 
清
代
に
至
る
と
、
次
の
『
綴
早
霜
』
初
編
・
調
集
「
藁
葺
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
立
野
龍
倉
本
が
承
け
纏
が
れ
る
の
で
あ
る
。
(
傍
鮎
は
『
風
流
夢
』
か
ら
の
襲
用

箇
所
。
以
下
同
様
)

 
 
【
二
郎
神
】
秀
麗
妥
、
這
比
容
轟
轟
在
?
莱
ﾔ
賓
座
。
爲
面
的
猫
立
停
停
在
梅

 
 
柳
左
、
不
運
紫
竹
、
邊
傍
耳
放
鵬
鵡
。
只
見
爾
賦
金
?
絡
ﾝ
裾
下
番
。
拉
不
見

 
 
祥
雲
牛
朶
。
吉
書
踵
曉
、
教
人
難
端
雄
基
。

 
原
作
脚
本
第
五
十
五
鮪
「
圓
駕
」
は
、
幽
冥
界
か
ら
蘇
生
し
た
と
い
う
杜
麗
娘

の
こ
と
を
不
審
に
思
っ
た
皇
帝
が
、
そ
の
眞
偲
を
正
す
べ
く
柳
夢
梅
と
杜
寳
と
に

朝
見
を
求
め
、
二
人
が
封
質
す
る
場
面
で
あ
る
。
次
の
曲
は
、
杜
麗
娘
の
母
親
頸

氏
が
娘
の
再
生
を
奏
上
し
て
唱
う
。

 
 
【
南
勢
溜
子
】
揚
州
路
、
揚
州
路
遭
兵
喜
雨
。
只
得
向
、
只
得
向
長
安
佳
託
。

 
 
不
想
到
銭
塘
夜
過
、
嚥
撞
着
麗
娘
見
、
二
合
脱
。
少
不
懸
子
母
肝
腸
、
死
同

漏
夢
龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
會
親
風
流
夢
傳
奇
』
に
お
け
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
特
改

七
三



日
本
中
國
學
會
報
 
第
五
十
二
集

 
 
生
活
。

 
 
老
健
(
頸
氏
)
”
揚
州
路
、
揚
州
路
は
兵
火
に
遭
ひ
て
朗
肥
せ
ら
る
。
是
非

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
や
こ

 
 
 
も
な
く
、
是
非
も
な
く
長
安
に
て
假
住
ま
ひ
せ
ん
と
す
。
想
は
ざ
り
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
と

 
 
 
銭
塘
に
到
り
て
宿
る
に
、
麗
娘
に
出
會
ひ
て
、
魂
は
睨
け
た
る
が
似
し
。

 
 
 
お
や
こ

 
 
 
子
母
の
情
愛
は
敏
く
る
を
得
ず
、
死
せ
る
も
生
け
る
に
同
じ
。

 
こ
の
曲
は
『
風
流
夢
』
第
三
十
七
折
「
皇
恩
賜
慶
」
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に

攣
改
さ
れ
る
。
や
は
り
軍
手
の
唱
で
あ
る
。

 
 
【
南
滴
溜
子
】
楊
挙
白
、
楊
州
路
痛
罹
兵
火
。
長
安
道
、
長
安
畑
野
來
藏
繰
。

 
 
準
夜
塗
樽
塘
門
経
過
、
方
知
鼠
返
魂
、
心
墨
安
安
、
母
子
同
居
、
豊
是
鬼
窩
。

 
 
老
旦
(
頭
氏
)
”
遠
州
路
、
楊
野
路
は
烈
し
く
兵
火
を
罹
る
。
長
安
道
、
長

 
 
 
歯
群
を
指
窓
し
 
身
を
藏
す
。
黒
黒
 
矯
激
門
を
進
み
し
に
、
は
じ
め
て

 
 
 
已
に
返
魂
せ
し
を
知
り
、
心
 
や
う
や
く
安
ま
り
て
、
母
子
同
居
す
、
豊

 
 
 
 
 
 
 
す
み
か

 
 
 
に
亡
霊
の
棲
な
ら
ん
。

 
『
綴
白
裏
』
四
編
・
鳳
集
「
圓
駕
」
、
『
審
音
鑑
古
録
』
「
圓
駕
」
で
は
、
冒
頭
二

句
は
原
作
脚
本
を
襲
う
け
れ
ど
も
、
残
り
は
全
て
『
風
流
夢
』
に
依
擦
し
て
い
る
。

 
 
【
滴
懐
子
】
揚
州
路
、
揚
州
路
盤
兵
劫
奪
。
長
安
道
、
長
安
道
遠
來
藏
躾
。

 
 
玉
璽
向
銭
塘
経
過
、
方
知
己
返
魂
、
心
才
安
安
、
母
子
同
居
、
豊
是
鬼
窩
。

 
こ
の
他
、
『
綴
白
裏
』
四
馬
・
鳳
集
「
學
堂
」
、
『
鼓
音
鑑
古
録
』
「
學
堂
」
の

【
前
腔
(
捧
角
器
)
】
は
、
基
本
的
に
は
原
作
脚
本
第
七
繭
「
閨
塾
」
の
奇
曲
を
襲

い
な
が
ら
、
末
尾
の
二
句
を
『
風
流
夢
』
第
五
折
「
傳
経
習
字
」
【
捧
角
児
序
】

か
ら
援
用
し
て
い
る
。
『
審
音
鑑
古
録
』
「
驚
夢
」
の
【
五
般
宜
】
は
、
『
風
流
夢
』

第
七
折
「
聴
感
春
情
」
の
同
曲
か
ら
縫
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
原
作
脚
本
第
十

駒
「
丁
字
」
に
は
見
え
な
い
。
『
綴
白
馬
』
初
編
・
画
集
「
叫
書
」
【
集
賢
賓
】
は
、

原
作
脚
本
第
二
十
六
齢
「
玩
眞
」
の
同
歯
に
は
擦
ら
ず
に
『
風
流
夢
』
第
十
九
折

「
初
心
二
塁
」
【
二
心
賓
】
を
襲
う
。
同
じ
く
「
三
組
〔
【
籏
御
林
】
は
、
冒
頭
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
七
四

句
を
『
風
流
夢
』
第
十
九
折
「
初
拾
眞
容
」
の
同
曲
か
ら
襲
用
し
、
残
り
の
五
句

は
原
作
脚
本
第
二
十
六
駒
「
玩
眞
」
【
族
御
蒲
】
に
二
連
に
從
う
。
ま
た
、
『
綴
白

裏
』
十
二
編
・
千
集
「
弔
打
」
、
『
吃
音
鑑
古
聖
』
「
弔
打
」
の
【
尾
】
は
、
『
風
流

夢
』
第
三
十
六
折
「
ヨ
打
東
岸
」
の
【
南
尾
】
を
襲
い
、
原
作
脚
本
第
五
十
三
齢

「
硬
拷
」
の
【
北
尾
】
は
採
ら
な
い
。
『
綴
白
裏
』
四
編
・
鳳
集
「
圓
駕
」
、
『
審
音

鑑
古
録
』
「
圓
駕
」
の
【
前
書
(
黙
経
唇
)
】
は
、
原
作
脚
本
第
五
十
五
駒
「
圓
駕
」

の
【
前
腔
(
北
鮎
緯
唇
)
】
を
基
本
に
し
て
末
尾
の
一
句
は
『
風
流
夢
』
第
三
十

七
折
「
皇
恩
道
悪
」
の
【
其
二
(
北
鮎
緯
唇
)
】
を
襲
う
。

 
夙
に
画
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
清
香
の
脚
本
は
庶
民
階
層
を
主
た
る
受
容
者
に

据
え
た
が
た
め
に
、
本
來
な
ら
ば
誼
者
観
客
の
琴
線
に
生
れ
る
よ
う
な
救
情
的
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 

曲
を
捌
軽
し
、
概
し
て
情
節
の
簡
明
な
展
開
を
圖
る
傾
向
に
あ
る
。
既
述
の
と
お

り
、
漏
電
龍
改
本
に
お
い
て
も
内
容
の
明
確
化
が
詮
議
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は

趣
意
を
同
じ
く
す
る
が
故
に
清
代
の
俳
優
に
襲
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
七

 
曲
律
に
關
す
る
見
解
は
、
『
風
流
夢
』
に
と
ど
ま
ら
ず
、
漏
夢
龍
の
作
中
に
は

自
作
と
改
作
と
を
問
わ
ず
石
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
箋
雄
記
』
第
十
五
折
「
夫
妻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ

會
獄
」
の
【
小
桃
紅
】
に
「
此
れ
は
昂
れ
正
調
、
『
牧
羊
』
諸
記
と
同
じ
か
ら
ず
」

と
言
っ
て
曲
面
の
纏
奥
を
披
隠
し
た
り
、
『
酒
家
傭
』
第
四
折
「
梁
塵
復
諌
」
の

【
中
呂
引
】
【
菊
花
新
】
に
は
「
【
中
呂
】
一
答
 
閉
口
駒
を
用
ひ
、
 
一
字
の
重
押

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 

す
る
無
く
、
一
字
の
勉
強
す
る
無
く
ん
ば
、
眞
の
作
家
な
り
」
と
音
韻
上
の
注
意

を
促
し
た
り
、
『
量
江
記
』
第
十
一
折
「
月
夜
量
江
」
の
【
塗
布
杉
】
に
は
「
原

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ

本
の
曲
の
卒
灰
 
間
ふ
る
に
未
だ
叶
は
ざ
る
有
り
、
倶
に
改
正
す
」
と
言
っ
て
原

作
脚
本
の
孕
灰
の
誤
り
を
指
摘
し
、
国
憲
し
た
こ
と
を
言
明
し
た
り
、
『
夢
蕩
記
』

第
五
折
「
石
聞
定
事
」
の
【
五
供
養
】
に
は
「
此
れ
【
五
供
養
】
の
攣
艦
。
沈
譜



は
云
ふ
、
『
末
通
句
 
【
月
上
海
業
】
を
犯
す
』
、
と
。
未
だ
必
ず
し
も
せ
ざ
る
な

 
が
 り

」
と
言
っ
て
重
心
の
誤
謬
を
正
し
た
り
す
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
は
言

え
、
自
作
の
二
種
を
除
く
と
、
『
風
流
夢
』
の
よ
う
に
曲
群
の
み
な
ら
ず
、
構
成

の
攣
改
に
ま
で
及
ぶ
改
訂
が
施
さ
れ
た
も
の
は
無
く
、
や
は
り
相
反
す
る
立
場
の

湯
顯
租
の
作
品
に
は
特
別
な
意
趣
を
以
て
遇
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
氣
概

は
、
『
風
流
夢
』
末
尾
に
附
さ
れ
る
漏
夢
龍
自
作
の
下
場
詩
に
、
曲
律
に
適
う
改

訂
を
施
し
得
る
の
は
巷
間
の
自
分
の
み
、
と
自
負
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

 
 
誉
詞
催
涙
落
情
景
 
 
新
詞
 
涙
を
催
し
て
情
腸
を
落
と
す

 
 
情
種
傳
警
鐘
茗
堂
 
 
情
種
 
傳
落
す
 
玉
菜
亀

 
 
誰
按
宮
商
成
雅
奏
 
 
誰
か
宮
商
を
按
じ
て
雅
奏
を
成
さ
ん

 
 
菰
藍
深
差
響
龍
郎
 
 
菰
藍
 
深
き
庭
 
龍
郎
有
り

 
尚
、
碧
雲
龍
が
改
訂
を
施
し
た
戯
曲
で
は
、
『
楚
江
情
』
『
鄙
郵
夢
』
『
人
獣
關
』

『
永
團
圓
』
の
四
種
も
二
代
改
本
に
散
駒
が
輯
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
楚

古
情
』
第
八
折
「
西
七
言
盟
」
(
『
西
棲
記
』
第
八
餉
「
病
晒
」
)
の
曲
彫
は
『
綴
白

裏
』
断
編
・
歌
集
「
模
會
」
に
、
同
宿
二
十
折
「
病
中
錯
乱
」
(
灘
南
二
十
駒
「
錯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夢
」
)
の
曲
言
は
乾
隆
三
十
六
年
(
］
七
七
一
)
版
『
綴
白
扇
』
八
編
・
金
集
「
錯

夢
」
に
、
同
第
三
十
二
折
「
護
姫
北
上
」
(
同
素
三
十
四
駒
「
衛
行
」
)
の
曲
僻
は

同
「
侠
試
」
に
、
同
第
三
十
四
折
「
侠
客
傳
音
」
(
同
第
三
十
七
駒
「
巧
遁
」
)
の

曲
辮
は
同
「
賂
馬
」
に
襲
用
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
上
掲
の
『
風
流
夢
』
の
ご

と
く
、
攣
改
さ
れ
た
曲
僻
の
全
て
を
襲
う
よ
う
な
も
の
と
は
異
な
り
、
僅
か
な
襲

用
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
風
流
夢
』
に
見
ら
れ
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
改
訂
は
、

馬
夢
龍
の
曲
三
三
の
主
張
、
す
な
わ
ち
沈
環
の
三
江
派
に
連
な
る
曲
律
重
覗
の
立

場
に
立
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
攣
改
が
原
作
脚
本
の
曲
僻
に
と
ど

ま
ら
ず
、
構
成
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
漏
夢
龍
が
『
牡
丹
亭
還
魂

記
』
の
馬
繋
を
充
分
に
知
悉
し
、
償
金
を
認
め
て
い
た
が
故
に
、
孚
で
か
湯
顯
租

を
超
度
せ
ん
と
の
素
志
を
抱
い
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
夙
に
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
漏
夢
野
は
「
三
言
」
の
編
纂
に
當
た
っ
て
、
「
登
場
人
物
の
眞
率
な

心
情
に
根
ざ
し
た
純
粋
な
行
動
で
あ
る
か
否
か
」
、
す
な
わ
ち
「
眞
情
」
の
有
無

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

を
作
品
採
澤
の
基
準
と
し
て
お
り
、
戯
曲
の
改
訂
や
散
曲
の
編
纂
に
お
い
て
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
男
女
の
眞
情
」
を
重
ん
じ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
作
品
中
に
情
至

の
観
念
を
嚢
底
さ
せ
る
湯
顯
組
と
同
じ
立
場
で
あ
り
、
他
の
戯
曲
に
比
し
て
『
牡

丹
亭
還
魂
記
』
改
訂
に
最
も
力
を
注
が
し
め
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

漏
夢
龍
改
本
の
得
失
に
つ
い
て
論
ず
る
な
ら
ば
、
減
想
循
が
ご
と
く
湯
顯
租
の
仇

饒
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
逆
夢
龍
の
本
選
の
趣
旨
か
ら
は
懸
隔
し
た

も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
清
夏
の
『
綴
白
裏
』
『
堅
磐
鑑
古
態
』
に
曲
僻
が
襲
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
定
の
成
果
を
得
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
『
風
流
夢
』
は
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
改
訂
本
で
あ
り
、
馬
夢
龍
の

自
作
で
な
い
こ
と
は
煤
莱
ｽ
に
も
蔽
い
難
い
事
實
で
あ
る
。
青
木
正
児
博
士
が
漏
夢

龍
の
戯
曲
改
訂
に
つ
い
て
下
し
た
、
「
惟
ふ
に
彼
は
磨
翌
ﾉ
精
し
く
し
て
創
作
の
才

乏
し
く
、
因
て
憂
欝
に
出
で
た
る
な
る
可
く
、
亦
能
く
自
ら
を
知
る
者
と
謂
ふ
可

 
 
 
 
 
 
ぜ

し
」
な
る
評
言
は
、
蓋
し
至
言
と
言
い
得
よ
う
。

注(
1
)
 
拙
稿
「
『
還
魂
記
』
版
本
試
探
」
(
『
日
本
中
國
聖
断
報
』
第
四
十
九
集
、
一
九
九

 
七
)
参
照
。

(
2
)
 
沈
自
晋
『
廣
玉
詞
隠
先
生
見
定
南
二
宮
詞
譜
』
巻
十
六
・
二
十
二
に
秩
曲
二
隻

 
の
み
が
遺
さ
れ
る
。

(
3
)
 
天
理
卜
書
館
藏
監
谷
温
氏
曹
藏
明
末
刻
本
、
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
倉
石

 
武
四
郎
氏
奮
藏
清
乾
隆
聞
重
三
本
。
三
三
刻
本
は
封
面
を
訣
き
、
冒
頭
に
「
萬
暦

漏
夢
龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
會
親
風
流
夢
傳
奇
』
に
お
け
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
憂
改

一
七
五



 
 
 
 
 
日
本
中
國
學
會
報
 
第
五
十
二
集

 
 
戊
子
秋
清
遠
道
人
題
」
と
署
す
る
「
牡
丹
亭
還
魂
記
題
欝
」
(
前
孚
牛
葉
訣
)
を
置

 
 
く
。
本
文
題
『
還
魂
記
』
、
本
文
首
「
臨
川
湯
義
傍
選
/
呉
興
威
晋
叔
訂
」
。
清
乾

 
 
隆
間
重
語
本
は
造
面
を
「
新
編
繍
像
/
還
魂
記
/
呉
郡
書
業
堂
梓
行
」
に
作
り
、
冒

 
 
頭
に
「
萬
暦
玉
酒
敦
祥
之
歳
、
夏
五
日
、
東
海
威
晋
叔
書
子
離
轟
館
」
と
署
す
る

 
 
「
玉
茗
堂
傳
奇
引
」
を
置
く
他
は
些
末
刻
本
に
同
じ
。
「
開
場
」
と
「
言
懐
」
か
ら

 
 
「
圓
駕
」
ま
で
の
三
十
五
折
か
ら
成
る
。
尚
、
朱
墨
套
印
本
の
茅
元
儀
「
批
黙
牡
丹

 
 
亭
記
序
」
に
は
「
雑
城
威
晋
叔
、
以
其
爲
案
頭
之
書
而
空
言
中
之
劇
、
乃
捌
其
采
、

 
 
到
其
鋒
、
使
其
合
干
庸
工
俗
耳
。
…
…
干
作
者
害
意
漫
本
直
壷
、
井
求
其
煤
乱
｢
界

 
 
詞
人
傭
仰
抑
揚
之
常
局
而
不
及
」
と
言
い
、
清
暉
閣
批
千
本
の
著
壇
「
湯
義
筆
先

 
 
生
還
笹
屋
凡
例
」
に
は
「
出
挙
爲
増
減
。
煤
洛
ｸ
粟
興
・
欝
産
生
二
種
。
皆
臨
川
仇

 
 
之
也
」
と
言
っ
て
藏
愁
循
改
本
を
難
ず
る
。

(
4
)
 
北
京
圖
書
館
善
本
三
下
部
藏
本
。
冒
頭
に
は
「
清
遠
道
人
煙
」
と
署
す
る
「
丹

 
 
強
記
題
辮
」
を
置
き
、
目
録
題
「
陳
眉
公
先
生
批
評
丹
青
記
」
、
本
文
題
「
玉
茗
堂

 
 
丹
青
記
」
(
巻
之
下
は
「
丹
青
記
」
)
。
巻
上
の
本
文
首
中
央
に
は
「
臨
川
湯
顯
租
若

 
 
士
編
著
/
雲
間
陳
綴
儒
眉
公
批
評
」
と
讐
行
に
、
下
方
に
は
「
古
閾
徐
粛
頴
敷
荘

 
 
捌
潤
/
潭
陽
蒲
徹
章
鳴
盛
校
閲
」
と
隻
行
に
作
る
(
巻
之
下
は
中
央
に
「
雲
間
眉

 
 
公
息
継
儒
批
評
」
の
み
)
。
全
五
十
五
駒
で
標
目
は
原
作
脚
本
に
同
じ
。

(
5
)
 
「
漏
刻
演
劇
」
第
六
套
(
後
の
「
六
十
種
曲
」
雲
集
)
所
牧
。

(
6
)
 
『
潟
夢
龍
全
集
』
第
十
八
珊
、
上
海
古
籍
出
版
肚
、
一
九
九
三
。

(
7
)
 
陸
士
命
氏
「
戯
曲
必
須
案
頭
、
場
上
爾
檀
其
美
」
(
『
漏
夢
四
散
論
』
、
上
海
経
籍

 
 
出
版
肚
、
一
九
九
三
。
原
載
『
文
學
遺
産
』
一
九
八
○
年
第
三
期
)
、
愈
爲
民
・
氏

 
 
「
談
漏
王
業
土
弄
丹
州
改
元
」
(
『
江
蘇
戯
富
里
刊
』
一
九
八
三
年
第
六
期
)
、
9
島
臼
ぎ
Φ

 
 
O
毎
9
甑
〟
嵐
u
ω
芝
讐
〟
欄
ｯ
氏
.
 
、
閏
9
σ
q
竃
窪
σ
q
δ
⇒
ひ
q
、
ω
肉
。
§
§
ミ
b
ミ
縞
§
”
Q
。
耳
讐
〟
翼
ﾐ
q
凶
〟
翼
ﾖ
o
h

 
 
O
8
邑
昌
§
Φ
巨
ヨ
三
ω
閑
〟
浴
?
ﾖ
凶
8
0
h
§
鳴
ミ
。
塁
ミ
贈
ミ
§
、
、
(
O
o
露
葺
げ
富
d
巳
く
〟
覧
W
蔓

 
勺
F
U
費
ω
。
・
〟
覧
ﾊ
什
δ
P
H
8
0
)
な
ど
。

(
8
)
 
徐
朔
方
氏
「
漏
夢
龍
年
譜
」
(
『
徐
朔
方
集
』
第
二
巻
、
漸
江
古
籍
出
版
杜
、
一

 
 
九
九
三
)
四
三
四
頁
所
引
の
書
翰
に
、
「
昨
所
羊
雲
猫
龍
初
刊
五
種
、
憶
是
『
玉
麟
』

一
七
六

 
『
隻
串
』
『
合
紗
』
『
存
孤
』
、
乞
仁
兄
留
碑
」
と
あ
る
。

(
9
)
 
前
掲
注
(
8
)
『
徐
朔
方
集
』
第
二
巻
「
沈
環
年
譜
」
三
＝
二
頁
。

(
1
0
)
 
原
文
は
「
余
早
歳
曾
以
『
隻
雄
』
戯
筆
、
筈
知
於
詞
隠
先
生
。
先
生
丹
頭
秘
訣
、

 
 
傾
主
星
授
、
而
更
諄
諄
耳
茸
言
王
君
伯
良
也
。
先
生
所
修
『
南
男
宮
譜
』
、
一
意
津

 
 
梁
後
學
」
。
尚
、
『
曲
玉
』
巻
下
「
上
下
品
」
『
笠
置
』
に
は
「
聞
姑
蘇
有
此
事
。
此

 
 
記
似
爲
其
人
洩
憤
耳
。
事
錐
卑
環
、
棋
聖
恪
守
詞
隠
先
生
功
令
、
亦
持
教
之
木
…
也
」

 
 
と
言
う
。

(
1
1
)
 
原
文
は
「
余
拒
摯
士
道
、
間
取
近
日
名
家
厚
宜
、
澤
誌
面
於
詞
而
復
不
誰
於
律

 
 
者
立
干
、
題
日
『
新
訂
』
、
下
身
以
『
太
霞
』
」
。
本
稿
で
は
前
掲
注
(
6
)
『
漏
夢
龍

 
 
全
集
』
第
十
五
珊
景
印
の
版
本
を
用
い
た
。
尚
、
沈
鐘
友
「
鞠
通
生
小
傳
」
に
、

 
 
二
時
名
手
、
煤
嶺
ﾋ
、
煤
翼
g
、
煤
乱
梶
A
煤
利
R
、
互
相
推
服
。
卜
與
衰
爲
作
傳
奇
序
、

 
 
隠
所
選
『
太
霞
新
奏
』
、
推
爲
光
熱
」
と
言
う
と
こ
ろ
が
ら
す
れ
ば
、
該
書
の
序
文

 
 
を
書
い
た
香
月
居
主
人
、
編
者
の
顧
曲
散
人
は
他
で
も
な
く
漏
夢
龍
で
あ
る
こ
と

 
 
は
明
ら
か
で
あ
る
。
詳
細
は
陸
零
墨
氏
『
潟
夢
龍
研
究
』
(
復
特
大
學
出
版
肚
、
一

 
 
九
八
七
)
＝
二
二
頁
に
見
え
る
。

(
1
2
)
 
「
重
定
野
鼠
全
譜
凡
例
響
町
」
に
は
「
來
籍
中
、
得
華
亭
徐
君
所
録
古
曲
若
干
、

 
 
修
論
頗
析
。
予
難
櫛
歯
脚
半
十
善
古
意
義
、
三
島
聞
取
其
合
格
而
可
備
用
者
、
入

 
 
譜
以
資
、
薫
辛
」
と
言
う
。
以
下
、
本
稿
で
は
北
京
市
中
國
書
店
(
一
九
八
五
)
景

 
 
印
の
版
本
を
用
い
る
。

(
1
3
)
 
周
紹
良
氏
「
呉
江
沈
氏
世
家
」
(
『
文
學
遺
産
』
増
刊
第
十
二
輯
、
中
華
書
局
、
一

 
 
九
六
三
)
逆
引
の
原
文
は
「
西
門
公
、
名
玉
晋
、
字
三
明
、
掛
字
長
康
。
…
…
初

 
族
生
詞
隠
先
生
爲
認
諾
、
精
於
磨
覧
･
。
臨
川
甘
甘
士
先
生
薄
雪
意
趣
。
爾
家
相
勝

 
 
也
而
不
相
善
。
公
謹
言
家
磨
落
ｧ
雪
路
加
秀
出
、
若
士
滑
降
賞
無
間
言
」
。

(
1
4
)
 
こ
れ
ら
は
銭
南
揚
氏
「
漏
夢
三
身
皆
無
詞
譜
輯
侠
」
(
『
漢
上
宙
文
存
』
、
上
海
古

 
籍
出
版
肚
、
一
九
八
○
。
原
載
『
中
華
文
史
論
叢
』
第
二
輯
、
一
九
六
一
)
に
壷

 
く
紗
出
さ
れ
て
い
る
。

(
1
5
)
 
原
文
は
「
若
士
先
生
千
古
逸
才
。
所
著
『
高
峯
』
、
『
牡
丹
亭
』
最
勝
。
王
季
重



 
 
叙
情
『
愚
者
眞
笑
、
笑
師
有
聲
。
暗
者
眞
暗
、
暗
帥
有
涙
。
歎
者
眞
歎
、
歎
即
有

 
 
氣
。
麗
娘
之
妖
、
夢
梅
難
壁
、
老
夫
添
削
軟
、
杜
安
逸
之
古
執
、
陳
最
良
之
腐
、
春

 
 
香
之
賊
牢
、
無
不
從
三
戸
詰
襟
、
以
黒
雲
七
情
生
動
之
微
』
。
此
数
週
直
爲
本
組
鮎

 
晴
。
至
心
填
詞
不
用
韻
、
不
七
律
。
即
若
士
亦
云
『
竪
襟
顧
黒
帯
天
下
人
喋
子
』
。

 
 
夫
権
以
悦
性
藤
津
、
其
抑
揚
清
濁
。
音
律
本
立
自
然
、
若
返
亦
山
豆
屓
以
振
礫
爲
奇
。

 
 
蓋
求
其
所
以
不
振
喋
者
而
未
邊
討
、
早
牛
爲
才
情
所
役
耳
。
識
者
以
爲
『
此
案
頭

 
 
極
書
、
非
當
場
之
譜
』
、
餌
付
平
場
敷
演
、
即
欲
不
稽
加
窟
改
而
不
可
得
也
。
若
草

 
 
見
改
竃
者
、
輯
失
笑
。
霊
智
日
『
酔
漢
二
二
風
味
殊
、
通
仙
窟
遽
海
雲
孤
、
総
饒

 
 
割
就
時
人
景
、
却
塊
王
維
薔
雪
圖
』
。
若
製
麻
自
護
其
前
、
而
世
之
盲
於
音
者
、
又

 
 
代
爲
若
士
護
之
、
途
謂
才
人
之
筆
、
一
字
不
可
移
動
。
是
慕
西
子
之
極
、
而
井
爲

 
 
諦
其
不
潔
。
何
煤
乱
�
�
ﾈ
全
其
藤
色
之
垂
耳
乎
。
余
仕
送
俵
甚
、
然
於
此
道
醜
聞

 
 
其
略
、
倍
捌
改
以
便
當
場
。
即
言
敢
云
韻
士
之
功
臣
、
或
不
堕
音
律
中
之
金
剛
輝

 
 
云
爾
。
梅
柳
一
段
因
縁
、
全
在
互
夢
。
故
沈
伯
締
結
日
『
合
夢
』
、
而
余
則
題
爲

 
『
風
流
夢
』
云
」
。

(
1
6
)
 
「
答
孫
侯
居
」
(
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
腰
・
三
)
に
「
電
極
三
差
謂
知
曲
意
者
、
筆

 
 
獺
韻
落
、
時
時
有
之
、
正
理
早
耳
折
天
下
人
思
子
」
と
言
う
。

(
1
7
)
 
前
掲
注
(
3
)
減
想
循
『
還
魂
記
』
冒
頭
の
「
玉
茗
堂
傳
奇
引
」
に
「
此
案
頭
之

 
 
書
、
非
錘
上
之
曲
」
と
言
う
。

(
1
8
)
 
「
見
改
竃
牡
丹
詞
者
失
笑
」
詩
(
『
玉
立
物
全
集
』
・
詩
・
十
八
)
。

(
1
9
)
 
原
文
は
「
西
子
蒙
不
潔
、
則
人
皆
掩
普
蘭
ﾊ
過
之
。
難
有
悪
人
、
齋
戒
沐
浴
、
則

 
 
裏
貼
祀
上
帝
」
。

(
2
0
)
 
原
文
は
「
叙
出
三
會
親
來
、
針
線
不
漏
」
。

(
2
1
)
 
原
文
は
「
夫
填
詞
之
磨
浴
A
謂
三
重
其
音
、
而
以
字
幕
之
。
…
…
余
護
憤
此
道
良

 
 
久
、
思
有
以
正
時
尚
之
託
」
。

(
2
2
)
 
原
文
は
「
若
夫
律
必
叶
、
韻
必
嚴
、
此
填
詞
家
磨
浴
B
帥
世
俗
論
議
不
及
、
余
寧

 
 
奉
之
頑
愚
」
。

(
2
3
)
 
原
文
は
「
詞
學
三
磨
浴
A
日
調
、
日
韻
、
山
詞
。
不
協
調
則
歌
三
振
喋
、
難
燗
然

 
 
 
 
 
漏
夢
龍
『
墨
慾
齋
重
定
三
會
親
風
流
夢
傳
奇
』

に
お
け
る
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
翼
長  

 
詞
藻
、
面
訴
 
。
…
…
是
玉
門
調
百
韻
嚴
門
主
、
二
磨
頼
�
�
A
然
後
責
其
詞
之
新

 
麗
。
早
事
蕪
稜
庸
淡
、
則
又
不
得
以
調
韻
濫
竿
」
。

(
2
4
)
沈
環
『
土
壁
記
』
冒
頭
の
【
商
調
】
【
二
郎
神
】
「
図
嚢
」
に
、
「
名
爲
樂
府
、
須

 
教
合
律
当
無
。
寧
当
時
人
馴
鑑
賞
、
無
七
人
申
楽
振
喋
」
と
あ
る
。

(
2
5
)
 
原
文
は
「
雨
夢
野
約
唐
墨
、
所
以
爲
奇
。
原
本
生
出
場
、
便
道
破
因
夢
改
名
、
至

 
 
三
四
折
後
旦
直
入
夢
。
二
夢
野
戴
、
索
然
無
味
。
今
以
改
名
豊
門
旦
夢
之
後
、
方

 
 
見
情
縁
之
感
。
『
合
夢
』
一
折
、
全
部
結
穴
於
此
、
俗
優
傍
用
智
頭
竈
護
科
牧
場
、

 
 
創
去
【
江
頭
金
桂
】
二
曲
、
大
高
可
恨
」
。

(
2
6
)
 
原
文
は
「
原
稿
此
手
、
便
露
出
陰
欝
、
似
與
旦
夢
載
然
無
二
了
。
今
移
改
名
夢

 
 
梅
於
塗
骨
之
下
、
二
士
暗
合
、
較
有
關
目
」
。

(
2
7
)
 
原
文
は
「
凡
傳
奇
最
忌
支
離
、
 
一
舟
旦
而
又
翻
小
姑
姑
、
不
贅
甚
乎
。
今
改
春

 
 
香
出
家
、
部
以
代
小
姑
姑
、
且
爲
認
眞
容
張
本
、
省
却
葛
藤
幾
許
。
又
李
全
原
非

 
 
正
号
、
借
作
線
索
、
又
添
金
主
、
不
学
贅
論
。
去
之
良
是
」
。

(
2
8
)
 
原
文
は
「
春
香
出
家
、
可
謂
義
碑
。
便
伏
小
姑
姑
白
乾
書
張
本
。
後
來
小
姐
重

 
 
生
、
依
奮
作
伴
。
原
稿
葛
藤
一
筆
都
墨
 
」
。

(
2
9
)
 
原
文
は
「
生
霊
苗
舜
当
時
、
旦
尚
無
生
也
。
途
中
一
病
、
距
投
観
爲
時
幾
何
。
而

 
 
『
薦
亡
』
一
拳
、
途
以
爲
三
年
之
後
、
遅
速
太
不
相
等
、
今
改
周
年
較
妥
」
。

(
3
0
)
 
原
文
は
「
眞
容
叫
喚
、
一
片
血
誠
、
一
遇
魂
交
。
置
之
不
問
、
生
無
解
於
薄
情

 
 
 
。
『
阻
歓
』
折
添
【
戚
武
令
】
一
曲
、
書
生
補
過
、
且
借
財
懸
掛
眞
容
、
以
便
旦

 
 
之
隠
身
、
全
無
痕
跡
」
。

(
3
1
)
 
原
文
は
「
原
本
煤
利
V
夫
人
祭
彙
、
及
柳
生
投
店
等
折
、
愚
計
不
佳
。
然
折
歎
太

 
 
煩
、
故
創
去
。
部
所
改
竃
諸
曲
、
儘
有
絶
妙
好
僻
。
警
煤
落
譁
O
有
限
、
難
龍
肝
鳳

 
 
髄
、
不
良
主
再
帰
箸
。
観
音
幸
勿
以
鮎
金
成
鐵
而
笑
壷
也
」
。

(
3
2
)
 
前
掲
注
(
7
)
O
讐
ゴ
Φ
H
ぎ
Φ
O
謹
9
匿
〟
来
黹
ｿ
Q
。
毛
垂
直
氏
論
文
で
は
沈
環
、
徐
迎
慶
・

 
 
鉦
少
雅
の
曲
譜
と
の
比
較
の
み
で
あ
る
。

(
3
3
)
 
本
稿
で
は
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
底
本
は
壷
濁
國
家
正
書
館
特
藏
組
藏
の
「
石

 
 
林
居
士
刻
本
」
を
用
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
七
七



日
本
中
國
學
會
報
 
第
五
十
二
集

(
3
4
)
 
末
尾
の
注
に
「
［
寄
生
子
］
本
県
門
鉄
、
今
從
俗
解
句
、
終
爲
未
安
、
省
須
査
正
」

 
 
と
言
う
。

(
3
5
)
 
原
文
は
「
墨
慾
齋
以
『
虚
脾
情
』
『
情
』
字
面
『
性
』
字
、
且
云
『
必
韻
、
鮎
一

 
 
板
。
奮
作
「
情
」
字
、
誤
』
。
又
云
『
百
工
「
耳
障
囲
」
作
句
、
干
「
耳
」
字
用
製

 
 
板
、
非
也
。
併
去
「
言
」
字
一
瞥
。
訴
因
謡
曲
「
他
歌
学
、
有
些
箇
風
聲
児
三
原

 
 
實
」
、
且
割
「
耳
邊
言
」
連
上
作
一
句
、
更
誤
。
干
「
那
」
字
鮎
板
、
去
下
邊
一

 
 
「
那
」
字
』
」
。

(
3
6
)
 
減
愁
循
改
本
が
既
に
こ
う
し
た
改
訂
を
指
針
と
し
た
こ
と
、
廣
瀬
玲
子
氏
「
減

 
 
愁
循
に
よ
る
牡
丹
亭
還
魂
記
の
改
編
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
學
』
第
八
十
一
輯
、
一

 
 
九
九
一
)
に
詳
し
い
。

(
3
7
)
 
本
稿
で
は
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
藏
の
乾
隆
四
十
二
年
校
訂
重
鏑
「
武
林
鴻

 
 
文
堂
梓
行
本
」
を
用
い
た
。

(
3
8
)
 
本
稿
で
は
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
部
藏
本
を
用
い
た
。

(
3
9
)
 
拙
稿
「
清
代
に
お
け
る
『
還
魂
記
』
の
演
攣
」
(
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十

 
 
七
集
、
 
一
九
九
五
)
参
照
。

(
4
0
)
 
原
文
は
「
此
是
正
調
、
與
『
牧
羊
』
諸
記
不
同
」
。

(
4
1
)
 
原
文
は
「
【
中
呂
】
一
套
用
閉
口
駒
、
無
一
字
重
押
、
無
一
字
勉
強
、
眞
作
家
也
」
。

(
4
2
)
 
原
文
は
「
原
本
曲
孕
灰
間
有
未
叶
、
倶
改
正
」
。

(
4
3
)
 
原
文
は
「
此
【
五
供
養
】
憂
髄
。
沈
譜
云
『
末
二
句
犯
【
月
上
海
業
】
』
。
未
必
」
。

(
4
4
)
 
九
州
大
學
文
學
部
藏
本
。
爾
、
『
綴
白
裏
』
の
上
梓
は
三
段
階
に
分
か
つ
こ
と
が

 
 
で
き
、
第
二
次
編
輯
本
の
乾
隆
三
十
六
年
版
七
・
八
編
は
、
乾
隆
三
十
九
年
に
完

 
 
成
し
た
第
三
次
編
輯
本
と
は
別
に
濁
立
し
て
行
わ
れ
た
。
詳
細
は
拙
稿
「
乾
隆
三

 
 
十
六
年
版
『
綴
白
裏
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
」
(
『
東
方
學
』
第
九
十

 
 
八
輯
、
 
一
九
九
九
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
4
5
)
 
大
木
康
氏
「
福
夢
龍
『
三
言
』
の
編
纂
意
圓
に
つ
い
て
(
績
)
1
“
眞
情
”
よ

 
 
り
見
た
一
側
面
1
」
(
『
伊
藤
漱
卒
教
授
退
官
記
念
中
國
學
論
集
』
、
汲
古
書
堰
浴
A
一

 
 
九
八
六
)
。

一
七
八

(
4
6
)
 
山
口
建
治
氏
「
福
夢
龍
の
『
眞
情
』
に
つ
い
て
」
(
『
山
根
幸
夫
教
授
退
休
記
念

 
 
明
代
史
論
叢
』
、
汲
古
書
堰
浴
A
一
九
九
〇
)
。

(
4
7
)
 
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
第
三
篇
「
毘
曲
昌
盛
期
」
第
十
章
「
毘
曲
富
盛
時
代
(
後

 
期
)
の
戯
曲
」
第
一
節
「
呉
江
派
の
餓
流
」
(
弘
文
堂
書
房
、
 
一
九
三
〇
。
の
ち
、

 
『
青
木
正
児
全
集
』
第
三
巻
、
春
秋
肚
、
一
九
七
二
)
。


